
明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

(
一
一
一
)

宮

)11 

澄

は
し
が
き

l
i問
題
の
提
起
1
1
1

一
徳
川
期
に
お
け
る
土
地
に
対
す
る
支
配
関
係
(
以
上
第
二
一
巻
第
一
二
号
)

二
明
治
維
新
に
お
け
る
土
地
立
法
と
土
地
所
有
権

一
一
一
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
以
降
の
土
地
立
法
の
変
遷
(
以
上
第
二
一
巻
第
四
号
〉

四
泊
券
制
度
と
土
地
所
有
権
の
関
係

五
明
治
初
年
の
地
券
制
度
の
意
味
〈
以
上
本
方
)

1

1
以
下
次
号
|
|

四

泊
券
制
度
と
土
地
所
有
権
の
関
係

前
項
(

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
〉
以
降
の
土
地
立
法
の
変
遷
)
で
、

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
〉

五
月
の

『
地
所
永
代
売
買
ノ
解
禁
』

(
太
政
官
布
告
第
五

O
場
)
に
も
と
づ
く
土
地
所
有
権
の
法
的
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
。
そ
こ
で
は
一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)
の
作

付
制
限
の
廃
止
と
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
〉

の
田
畑
永
代
売
買
の
禁
令
の
廃
止
が
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
の
法
認
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
指
向
し
て
い
た
か
を
現
実
の
農
業
生
産
の
発
展
と
結
び
つ
け
て
考
察
し
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
お
い
た
。
す
な
わ
ち
、

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
一
二
)

八



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
云
〉

八
四

『
一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)
の
作
付
制
限
の
廃
止
と
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
の
田
畑
、
永
代
売
買
の
解
禁
と
の
間
に
は
、
法
令
上
の
総
統
性
を

認
め
う
る
左
い
う
よ
り
も
、
そ
こ
に
は
法
令
の
目
的
乃
至
企
図
と
の
聞
に
断
絶
す
る
法
的
'
葱
味
の
転
換
を
認
め
う
る
の
で
あ
る
』
(
立
教
経
済
学
研
究

第
二
一
巻
第
四
号
一

O
六
ペ
ー
ジ
)

と
指
摘
し
て
い
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
指
摘
の
法
理
論
的
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
え
た
の
か
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
と
考
え
る
。
ず
な

わ
ち
一
八
六
八
年
ハ
明
治
一
五
年
)

一
二
月
八
日
の
太
政
官
布
告
第
一

C
九
六
号
に
よ
る
土
地
に
対
す
る
百
姓
持
の
確
認
か
ら
、

一
八
七

一
年
(
明
治
四
年
)
九
月
四
日
の
大
蔵
省
達
第
四
七
号
に
よ
る
田
畑
の
作
付
制
限
の
廃
止
ま
で
の
、

一
連
の
土
地
立
法
に
も
と
ず
く
法
的

措
置
の
も
つ
法
的
意
味
に
法
理
論
的
根
拠
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
土
地
立
法
の
も
つ
法
的
性
格
が
一

八

六

七

年

(
慶
応
一
二
年
)

一
O
月
二
五
日
の
『
京
都
市
中
へ
ノ
制
札
』
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
旧
来
の
封
建
的
諸
関
係
の
維
持
・
承
継
に
た
っ
て
二
」

れ
ま
で
の
貢
粗
関
係
に
お
け
る
貢
租
負
担
者
〈
名
儀
人
〉
を
確
定
す
る
た
め
に
、
土
地
の
『
百
姓
』
持
を
宣
言
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
土
地
立
法
に
こ
う
し
た
法
的
意
味
を
与
え
る
こ
と
は
、

つ
ぎ
の
主
張
に
よ
っ
て
例
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

ぅ
。
た
と
え
ば
岩
倉
具
視
は
一
八
八
二
年
(
明
治
一
五
年
)
七
月
に
『
具
視
地
所
名
称
ノ
更
定
等
一
一
関
ス
ル
怠
見
ヲ
二
一
条
実
美
ニ
示
ス
事
』

(1) 

明
治
三
九
年
九
月
)
の
な
か
で
、

(
山
石
倉
公
実
記
〈
下
巻
〉
皇
后
官
職
御
蔵
版

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
近
来
洋
学
新
奇
ノ
説
-
一
舷
惑
シ
横
議
ヲ
這
フ
ス
ル
者
切
一
一
此
金
瓶
無
紋
ノ
旧
同
体
ヲ
以
テ
野
安
視
シ
外
国
君
臣
争
奪
比
隣
博
咲
ノ
間
ニ
成
ル
所
ノ
同

体
ヲ
以
テ
文
明
視
シ
其
甚
シ
キ
ハ
則
チ
天
約
民
約
等
ノ
妄
説
ヲ
信
シ
国
土
ハ
本
来
人
間
ノ
共
有
ニ
シ
テ
後
世
力
優
ル
者
功
ヲ
加
フ
ル
者
之
ヲ
占
有
ス
ト

謂
ヒ
:
:
:
王
朝
ノ
古
国
土
ハ
尽
グ
皇
室
ノ
所
有
タ
ル
ヘ
キ
コ
ト
見
ル
可
キ
ナ
リ
夫
レ
当
時
宅
地
回
国
等
売
買
ヲ
禁
セ
サ
リ
シ
ハ
壌
土
ヲ
挙
ケ
テ
人
民
ノ

所
有
ト
ス
ル
ヲ
許
ス
ニ
非
ス
シ
テ
其
土
地
ヨ
リ
収
穫
ス
ル
所
ノ
利
益
ヲ
所
有
ス
ル
所
ノ
利
益
ヲ
所
有
ス
ル
ノ
権
ヲ
与
ヘ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
レ
パ
ナ
リ

而
シ
テ
其
ノ
土
地
ノ
収
穫
ト
謂
ハ
ス
シ
テ
直
ニ
宅
地
困
園
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ハ
土
地
ハ
其
収
穫
ヲ
産
出
ス
ル
所
ノ
原
良
一
一
シ
テ
土
地
ナ
ケ

ν
バ
数
一
一
収

穫
ナ
キ
ヲ
以
テ
其
原
質
ヲ
仮
称
セ
ル
ナ
リ

又
周
ク
徳
川
氏
カ
寛
永
二
十
年
二
冗
買
ノ
禁
ヲ
発
セ
ル
ハ
豪
族
ノ
兼
併
ヲ
防
カ
ン
カ
為
ナ
リ
其
幣
ヤ
密
売
横
占
ノ
為
訟
淀
ヲ
煩
フ
コ
ト
甚
シ
ク
豊
次



健
訟
ノ
者
遂
一
一
之
ヲ
占
有
ス
ル
コ
ト
多
シ
ト
一
五
フ
ア
以
テ
ナ
リ

明
治
五
年
ニ
孟
リ
朝
議
売
買
ノ
禁
ヲ
解
グ
其
ノ
趣
意
ハ
蓋
シ
古
令
-
一
斉
シ
キ
ノ
ミ
然
ル
ニ
官
有
民
有
ノ
名
称
守
用
ウ
ル
ヲ
以
テ
区
民
そ
亦
自
カ
ヲ
有

土
ノ
権
ア
ル
カ
如
キ
ノ
恕
ヲ
ナ
セ
リ
:
・
・
.

・
:
:
民
有
地
ノ
名
称
ハ
速
ニ
廃
止
シ
復
タ
用
ヰ
シ
ム
へ
カ
ラ
ス
更
メ
テ
、
氷
一
業
ノ
名
目
ヲ
冠
ラ
シ
耕
地
勺
氷
業
団
其
他
ハ
永
業
地
ト
称
ス
ヘ
シ
地
券
ヲ

所
有
ス
ル
者
ハ
の
ホ
由
主
畑
、
で
地
主
ノ
名
目
ハ
用
ウ
ル
コ
ト
ヲ
得
セ
シ
ム
へ

γ
其
地
券
ヲ
売
買
譲
渡
シ
其
田
畑
ヲ
使
用
七
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
一
切
蓋
ノ
如

ク
ナ
ラ
シ
ム
但
英
名
称
ヲ
改
メ
テ
有
土
ノ
権
ナ
キ
ヲ
昭
一
不
ス
ノ
ミ
尤
其
地
券
ヲ
所
有
久
ル
モ
ノ
ハ
国
和
法
ヲ
遵
守
シ
テ
地
租
ヲ
貢
紡
ス
ル
間
ハ
自
由
ニ

其
土
地
ヲ
使
用
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
シ
政
府
ト
難
故
ナ
ク
之
ヲ
奪
フ
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
カ
故
-
一
其
名
称
ヲ
改
ム
ル
モ
其
実
利
ハ
養
日
ト
異
ナ
ル
コ
ト
無
シ
』

(
向
上
八
四
五

t
八
五
二
ペ
ー
ジ
)

と
な
し
て
い
る
。
乙
こ
で
は
土
地
は
本
来
皇
室
の
所
有
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
『
民
布
地
』
の
名
称
を

『
永
業
回
・
永
業
地
』
に

改
定
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

」
う
し
た
主
張
そ
れ
自
体
は
、
明
治
政
府
の
一
般
的
理
解
、

つ
ま
り
工
人
里
制
絶
対
主
義
の
法
制
度
的
基
幹
と
な
っ
て
い
た
と
な
し
う
る

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
伊
藤
博
文
に
よ
る
『
憲
法
義
解
』
(
丸
善
株
式
会
社

明
治
二
二
年
四
月
)
が
、

つ
ぎ
の
様
に
記
述
し
て
い
る
こ

と
で
も
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

『
所
有
権
ハ
国
家
公
権
ノ
下
一
一
存
立
ス
ル
者
ナ
リ
故
ニ
所
有
権
ハ
濁
権
一
一
服
属
シ
法
律
ノ
制
限
ヲ
受
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
:
:
:
維
新
ノ
初
一
万
年
十
二
月
大

令
ヲ
発
シ
テ
村
々
ノ
地
面
ハ
総
テ
目
姓
ノ
持
地
タ
ル
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
定
メ
タ
リ
四
年
一
一
各
落
籍
ヲ
奉
澄
シ
テ
私
領
ノ
遺
物
始
メ
テ
跡
ヲ
絶
チ
タ
リ
五
年
二

月
地
所
永
代
売
穴
ノ
禁
ヲ
解
キ
又
地
券
ヲ
発
行
シ
六
年
三
月
地
所
ノ
名
称
ノ
達
ヲ
発
シ
公
有
地
私
有
地
ノ
称
ヲ
設
ケ
七
年
-
一
私
有
地
ヲ
改
メ
民
有
地
ト

シ
八
年
一
一
地
苧
一
所
有
ノ
名
称
ヲ
記
載
シ
タ
リ
融
持
一
誠
一
畑
野
砲
り
砧
柑
請
け
此
皆
欧
洲
一
一
在
リ
テ
ハ
兵
革
ヲ
用
ヰ
テ
領
主
ノ
専
権
ヲ
廃
棄
シ
或

ハ
巨
大
ノ
金
額
ヲ
用
ヰ
テ
以
テ
佃
戸
ノ
為
ノ
権
利
ヲ
償
却
シ
タ
ル
者
一
一
シ
テ
而
シ
テ
我
カ
困
-
一
於
テ
ハ
各
藩
ノ
推
譲
-
一
依
リ
容
易
一
一
統
治
一
一
帰
シ
以
テ

之
ヲ
小
民
ニ
恵
問
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
』
(
向
上
回
九

t
五
一
ベ

l
シ
)

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
者
の
主
張
自
体
は
、
明
治
初
年
の
土
地
立
法
に
よ
っ
て
法
認
さ
れ
た
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
が
、

し、

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
一
一
)

/¥ 
五



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
一
一
一
)

八
六

ま
だ
近
代
法
上
の
権
利
と
い
う
意
味
で
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
近
代
法
上
の
権
利
|
|
従
っ
て
土
地

に
対
す
る
私
的
所
有
権
に
あ
っ
て
も
ー
ー
が
成
立
す
る
前
提
条
件
は
権
利
主
体
の
法
附
概
念
構
成
と
契
約
関
係
の
法
的
概
念
構
成
が
、
具

体
的
な
法
的
事
実
の
上
で
定
着
さ
せ
ら
れ
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
土
地
に
対
す
る
四
民
平
等
が
法
令
上
に
お
い
て
宣
品
一
目
さ
れ

て
も
、
農
業
生
産
自
体
に
お
い
て
は
定
着
さ
れ
え
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
時
点
で
は
、
権
刺
日
義
務
関
係
を
構
成
す
る
土
地
に
対
す
る
私

的
所
有
権
が
、
近
代
法
上
の
権
利
と
し
て
、

い
ま
だ
登
場
し
え
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
、

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
〉
二
月
の
『
地
所
永
代
売
買
ノ
解
禁
』
(
太
政
官
布
告
第
五

O
号
)
は
、

内
実
に
お
け
る
近
代
法
上
の

権
利
で
あ
る
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
を
付
与
す
る
、
法
人
V

上
の
根
拠
と
な
る
J

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
の
地
所
売
買
の
禁
止
を
、

法
制
上
で
解
除
し
た
こ
と
は
、
現
実
の
土
地
取
引
す
-
承
認
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

し
か
し
、
少
く
と
も
土
地
に
対
す
る
関
係
に
お
い

て
、
土
地
所
有
者
の
四
民
平
等
を
法
認
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
土
地
を
取
引
の
対
象
と
し
て
法
認
し
た
こ
と
は
、

土
地
が
取
引
・
契
約
関
係
に
お
か
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
が
、
契
約
の
自

出
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
契
約
関
係
を
媒
介
と
し
て
、
主
体
に
帰
居
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
場
合
、
主
体
は
現
実

の
経
済
的
条
件
を
捨
象
さ
れ
た
、
抽
象
化
さ
れ
た
主
体
H

四
民
平
等
と
し
て
、
法
人
す
と
で
登
場
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
土
地
取
引
の

こ
う
し
た
法
的
構
成
は
、
主
体
相
互
間
の
権
利
H

義
務
関
係
を
表
現
す
る
こ
つ
の
側
面
を
し
め
す
も
の
と
し
て
、
把
握
す
る
可
能
性
を
導

く
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
近
代
法
上
の
権
利
と
し
て
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
を
把
握
す
る
法
的
理
解
が
導
か
れ
る
こ
と
に
な

る
。
明
治
初
年
の
性
法
(
自
然
法
)
思
想
を
根
幹
と
す
る
法
思
想
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
も
他
の
所
有
権
一
般

と
同
様
に
、

一
つ
の
権
利
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
根
拠
は
、
こ
こ
に
あ
っ
た
。

明
治
初
年
に
お
い
て
は
、
現
実
の
生
活
関
係
を
過
し
て
法
的
怠
識
を
具
体
的
に
形
成
さ
せ
、
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し



か
し
、
農
業
に
お
け
る
商
品
日
貨
幣
経
済
の
浸
透
は
、
土
地
取
引
の
自
由
を
要
求
し
、
従
っ
て
、
契
約
の
自
由
を
土
地
関
係
に
拡
大
さ
ぜ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
前
記
の
よ
う
に
抽
象
的
な
法
的
関
係
を
土
地
関
係
に
適
用
す
る
、

一
般
的
条
件
を
導
く
こ
と
に
な
る
。
経
済
的

要
求
に
も
と
ず
い
て
、
士
地
集
中
は
事
実
上
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
、
法
制
度
の
土
で
も
保
障
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
こ

で
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
き
れ
て
い
た
性
注
(
自
然
法
〉
に
も
と
や
つ
い
て
、

土
地
関
係
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
意
味
で
、

一
八
七
二
年
(
明

治
五
年
)
二
月
の
『
地
所
永
代
売
買
ノ
解
禁
』
(
太
政
官
布
告
第
五
O
号
)
が
重
要
な
法
的
意
味
を
、
も
つ
も
の
と
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
事
由
に
も
と
守
つ
い
て
、
明
治
維
新
以
後
、
た
ん
に
旧
幕
時
代
の
士
地
に
対
す
る
旧
慣
を
維
持
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
土
地
立
法
と
、

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
二
月
の
『
地
所
永
代
売
買
ノ
解
禁
』
(
太
政
官
布
告
第
五

O
号
)
と
の
間
に
断
層
の
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

(
2
)
 

し
た
わ
け
で
あ
る
。
い
ま
、
明
治
維
新
以
後
、

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
二
月
の

円
地
所
永
代
売
買
ノ
解
禁
』
(
太
政
官
布
告
第
五

O
号
)

ま
で
の
、
土
地
立
法
の
変
遷
を
表
示
し
て
み
る
と
、
八
八
ペ
ー
ジ
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

さ
て
、

.
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
二
月
の
『
地
所
永
代
売
買
ノ
解
禁
』
(
太
政
官
布
告
第
五
O
号
)
を
と
の
よ
う
に
把
え
る
な
ら
ば
、
ず
く

な
く
と
も
法
的
意
味
に
お
い
て
は
、
土
地
に
対
す
る
利
用
・
収
益
・
処
分
?
と
い
う
地
位
が
、
現
実
の
畏
業
生
産
の
も
つ
具
体
的
な
社
会
・

経
済
的
条
件
と
結
び
つ
い
て
機
能
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
こ
と
を
、
農
業
生
産
に
お
け
る
実
際
で
み
れ
ば
、
高
利
貸
地
主
が
土

地
を
集
中
し
、
土
地
を
失
っ
た
農
民
が
半
封
建
的
小
作
人
に
転
落
し
、
そ
こ
に
半
封
建
的
小
作
人
制
度
が
支
配
的
に
再
組
織
さ
れ
た
と
い
う

事
実
を
導
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
土
地
に
対
す
る
絶
対
的
・
排
他
酌
な
私
的
所
有
権
の
、
法
制
度
酌
確
認
の
も
つ
現
実
的
意
味
で
あ

る
。
従
っ
て
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
は
、
農
民
に
対
す
る
搾
取
を
、
法
的
に
保
障
す
る
手
段
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
農
民

は
、
地
主
H

小
作
関
係
か
ら
の
経
済
的
強
制
と
、
法
制
的
な
私
的
所
有
権
に
も
と
づ
く
法
的
強
制
の
一
一
重
の
強
制
を
身
に
う
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
従
っ
て
、
農
民
の
土
地
関
係
に
お
け
る
法
的
地
位
は
、
そ
れ
だ
け
弱
体
化
し
た
。
こ
う
し
た
法
的
意
味
を
も
っ
、
土
地
に
対
す

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
一
一
己

八
七



明治初年の土地立法の変遷〔そのー)

1867年(慶応 3 年)~1872年(明治 5 年)~地所売買の解禁』まで

年次上E-2J1 称 1

1867年(慶応3年)I 

10目 25 I 京都市中へノjj;~fL 徳川祖先ノ制度美事良法ノゾ毛俵被差 i
置・…・・ 1 

1868年(明治元年)I I 
4. 太政官布告 |外国人(地所家{乍貸渡禁止 1 

8. 7 I .太政官布告 |諸国税法之儀……妨ク旧慣ニのリ…

12.18 太政官布告第1096号|村々ノ地面ハ素ヨリ百姓持之地タノレ
1 1へキ…・・

1869{F(明治2年)I 

4 1東京府町般 東京府干国Jj也譲渡泊券状書継割印願; っ
書案 i 

5.17 東京府町触 東京市中泊券状改正 | て

6. 4 民部省布告 山林田畑……区々ノ裁判jモ有之…・.

6. 府県ノ専売禁止

7.27 太政官布告 !府県奉職規則(第4項附)

9. i 諸藩津畠ノ制ヲ禁止

10. I 百姓田J人ノ西洋形船舶ノ所持許可

11. I大政官布告 1東京府下ノ武家l也ハ自今烹京府ノ管
!搭トスノL

1870年(明治 3年)I 
7. 太政官布告 |検見規則

8.24 太政官布告 |数年間検見ノ上其ノ租率ヲ定ムノレコト

187]年(明治 4年〕
1. 太政官布告 |貸金銀利息撤廃

8. 一村限リ土地永代売買ノ許可

8.15 太政官達 |東京府中官省用地ヲ土地トセス相対
ヲ以テ掛合フへキコト

9. 4 火蔵省達第，17号 !田畑勝手作リ l 

10. 太政官布告 I I日来ノ由緒ヲ以テ郷土・百姓・町人 1

等所有地地子免除ノ分一切廃止シ白
今相当ニ賦課スヘシ……

11 . 大政宮布告 !東京府下武家地町地ノ称ヲ廃シ地券
l発行シ地租ヲ|二納…..

1872年(明治 5年)I 
1. I大蔵省達 |地券発行地租収納規則

」 竺 J 樫竺ザ50号 |地所永代売買ノ解禁

一

入
入



る
私
的
所
有
権
は
、
そ
の
存
在
の
具
体
的
表
現
と
し
て
の
地
券
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
が
、

観
念
的
表
徴
と
し
て
の
姿
態
を
と
っ
て
表
現
さ
れ
る
た
め
、
現
実
的
把
握
を
困
難
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
を

持
つ
者
は
、
私
的
所
有
権
に
内
包
さ
れ
る
法
的
権
能
を
現
実
的
に
行
使
し
て
、
は
じ
め
て
、
法
認
識
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
初
年
に
お

い
て
、
権
利
日
義
務
関
係
の
法
的
思
考
が
、

一
般
的
に
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
に
お
い
て
は
、
地
券
が
権
利
を
表
徴
す
る
た
め
の
道

具

l
l公
の
証
明
書
ー
ー
ー
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
の
存
在
が
、
外
形
的
に
明
確
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
租
税
収
入
を
確
保
す
る
た
め
の
土
地
調
査
を
必
要
と
し
て
い
た
明
治
政
府
の
要
求
を
、
具
体
的
に
実
現
し
う

る
道
具
と
し
て
、
地
券
発
行
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
農
業
生
産
の
実
際
に
あ
た
っ
て
は
、
土
地
取
引
を
界
易
に
す
る
手
段

と
し
て
、
地
券
が
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。
地
券
発
行
は
、
こ
う
し
た
多
様
な
役
割
を
果
し
え
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
地
券
自
体
は
、
土
地

所
有
と
土
地
取
引
の
自
由
が
前
提
と
さ
れ
た
場
合
に
、

は
じ
め
て
発
行
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
自
由
な
土
地
取
引
が
な
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
土
地
所
有
権
の
確
認
は
、
土
地
取
引
の
事
実
上
の
公
認
の
結
果
に
し
か
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
区
別
を
な
し
て
い
な

け
れ
ば
、
徳
川
封
建
社
会
に
す
で
に
存
在
し
、
ま
た
、
明
治
維
新
以
後
に
お
い
て
も
旧
慣
と
し
て
承
認
さ
れ
た
泊
券
状
と
地
券
と
の
聞
に

は
、
た
だ
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
を
公
認
す
る
、
権
力
的
主
体
が
変
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
だ
け
の
差
異
を
除
い
て
は
、
同
質
的

な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
両
者
の
差
異
を
、
ど
こ
に
求
め
え
る
の
か
。
泊
券
状
に
あ
っ
て
は
、
土
地
取
引
そ
の
も
の
の

確
認
|
|
こ
れ
は
貢
租
負
担
者
を
確
定
し
て
お
く
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
ー
ー
に
よ
っ
て
、
土
地
に
対
す
る
所
有
関
係
が
、
明
確
に
さ

れ
る
と
い
う
法
的
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
地
券
に
あ
っ
て
は
、
ま
ず
土
地
取
引
の
自
由
が
法
制
的
に
確
認
さ
れ
、

し
か
も
、

土
地
取
引
そ
の
も
の
は
、
当
事
者
聞
に
お
け
る
私
法
的
関
係
と
し
て
実
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
地
券
は
土
地
移
転
の
事
実
を
、
対
外
的
に

確
認
す
る
機
能
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
明
治
初
年
の
土
地
立
法
を
法
制
的
に
み
る
限
り
、

一
八
七
二
年

(
明
治
五
年
)

一
一
月
の

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
会
一
)

入
九



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
公
一
一
)

九。

『
地
所
、
水
代
売
買
ノ
解
禁
』
(
太
政
官
布
告
第
五

O
号
)
!
↓
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
二
月
の
『
地
券
渡
方
規
則
』
(
大
蔵
省
達
第
二
五
号
)

と
は
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
の
法
認
の
意
味
を
、
こ
れ
ま
で
の
浩
券
状
か
ら
地
券
へ
と
転
換
さ
せ
る
、
法
制
的
な
発
展
と
し
て
理

解
で
き
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
理
解
は
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
も
、
従
っ
て
ま
た
、
地
券
制
度
そ
の
も
の
も
、
こ
れ
ま
で
発
展
し

て
き
た
農
業
生
産
に
お
け
る
現
実
の
関
係
を
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
土
地
立
法
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
所
有
闘
係
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
こ
こ
市
」
は
、
こ
う
し
た
農
業
停
庄
の
発
展
に
た
っ
て
、
泊
券
状
1
↓
地
券
と
い
う
、
法
形
式
上
の
転

化
を
導
い
た
だ
け
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
泊
券
状
1
|
↓
地
券
へ
の
法
形
式
上
の
転
化
は
、
士
地
に
対
す
る
支
配
的
事
実
の
確

認
と
い
う
、
共
通
の
基
盤
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
地
券
に
表
現
さ
れ
た
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
の
確
認
は
、
権
利
n
u
義

務
関
係
と
い
う
法
的
概
念
を
導
入
す
る
契
機
を
な
し
た
と
い
う
点
で
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
農
業
生
産
の
現
実
に
あ
っ
て
は
、
か
か

る
権
利
日
義
務
関
係
を
定
着
さ
ぜ
う
る
、

一
般
的
条
件
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
す
く
な
く
と
も
、
地
券
に
対
す
る
法
的
意
味
が
、
土

地
移
転
の
事
実
の
対
外
的
確
認
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
、
土
地
所
有
の
事
実
の
確
認
で
あ
る
こ
と
は
、
単
な
る
土
地
所
有
の
事
実
の
確

認
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
泊
券
状
に
表
現
さ
れ
た
土
地
に
対
す
る
所
有
権
と
で
は
、
そ
の
法
的
性
格
を
異
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で

は
、
地
券
に
表
現
さ
れ
て
い
る
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
は
、
ど
う
い
う
法
的
性
格
を
も
っ
、
も
の
で
あ

7
た
の
か
。
こ
れ
が
ま
さ

に
、
問
題
と
な
る
。

A

八
七
二
年
(
明
治
五
年
〕
二
月
の
寸
池
所
永
代
売
買
ノ
解
禁
』
(
太
政
官
布
告
第
五

O
号
〉
が
、
な
さ
れ
る
こ
左
に
な
っ
た
事
由
を
要
約

す
る
と
、

つ
ぎ
の
点
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
徳
川
封
建
社
会
に
お
け
る
農
業
生
産
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
、
上
層
農
の
富
農
化
現
象
が
生

じ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
の
地
主
化
が
、
農
業
生
産
に
一
般
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
。
こ
こ
か
ら
多
く
の
有
徳
田
畑
(
薄
租
の
良

地
)
が
土
地
取
引
の
対
象
と
な
り
、
土
地
集
中
を
一
一
層
増
大
さ
せ
た
こ
と
な
ど
、

農
業
生
産
に
お
け
る
商
品
H
貨
幣
経
済
の
浸
透
に
も
と



づ
く
、
土
地
関
係
の
変
化
が
実
際
に
生
じ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
明
治
政
府
の
地
租
改

E
に
上
る
租
税
収
入
の
増
大
と
確
保
の
財
政

的
要
求
と
結
合
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
一
切
の
事
実
が
法
制
的
・
財
政
的
要
求
と
結
合
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

一
切
の
事
実
の
法
制
的
確
認
'
と
し
て
、
こ
の
布
告
が
な
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
土
地
取
引
の
法
制

度
的
確
認
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
土
地
集
中
を
増
大
さ
せ
、
下
層
農
の
賃
労
働
化
・
兼
業
化
を
導
き
、
小
作
農
・
貧
農
に
転
落
さ
せ
、

そ
こ
に
、
地
主
H
小
作
関
係
の
農
業
経
営
'V
二
般
化
す
る
基
礎
を
形
成
し
う
る
、
法
的
根
拠
を
提
供
し
た
。
こ
の
場
合
、
地
主
日
小
作
関

係
は
、
地
券
に
表
現
さ
れ
て
い
る
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
を
法
的
根
拠
と
し
、
小
作
人
の
地
主
に
対
す
る
経
済
的
隷
属
を
、
農
村
に

お
け
る
半
封
建
的
関
係
と
し
て
定
着
き
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
地
五
日
小
作
関
係
ば
、
士
地
関
係
に
お
け
る
権
利
日
義
務
関
係

を
成
熟
さ
せ
る
た
め
の
道
を
切
り
開
く
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
権
利
H
義
務
関
係
を
定
着
さ
せ
る
社
会
・
経
済

的
条
件
を
、
持
つ
て
は
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
地
主
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
外
形
的
な
法
制
度
の
導
入
を
は
か
り
、
政
治
的
権
力
と
結
び

つ
い
て
、
国
家
的
な
強
制
|
|
!
法
的
強
制
|
l
e
を
背
景
と
し
て
、
地
主
日
小
作
関
係
を
半
封
建
的
関
係
と
し
て
維
持
す
る
と
と
に
、
利
益
を

感
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
、
明
治
政
府
に
と
勺
て
も
、
地
主
を
自
己
に
引
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
指
向
さ
れ
た
天

皇
制
絶
対
主
義
の
政
治
的
支
配
を
、
畏
村
に
お
い
て
強
化
す
る
、
政
治
的
企
図
ル
」
も
合
致
し
た
。

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
二
月
の
『
地

所
永
代
売
買
ノ
解
禁
』
(
十
九
政
官
布
告
第
一
1
0口
ワ
)
は
、
こ
う
し
た
法
的
機
能
を
果
す
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
う
る
。
と
同
時
に
、
土
地
取
引

の
対
象
で
あ
る
土
地
そ
の
も
の
も
、
全
剰
余
生
産
物
を
地
主
徳
米
と
し
て
収
益
し
う
る
財
産
一
般
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
こ
と
に
た
る
。

こ
ミ
で
ほ
、
土
地
の
も
つ
財
産
的
価
値
日
土
地
の
価
格
は
、
実
際
の
収
益
を
利
砲
に
よ
っ
て
還
元
し
て
形
成
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て

ハ

4
)

確
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
土
地
そ
の
も
の
が
、
財
産
一
般
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
は
、
所
有
権
一
般
の
対
象
物
に
転
化
さ
れ
、
所
有

権
一
般
の
法
的
概
念
が
、
こ
の
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
に
も
あ
て
は
め
ら
れ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
こ
う
し
て
、

一
八
七
二
年

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
三
)

ゴL



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
一
二
)

九

(
明
治
五
年
)
二
月
の
『
地
所
永
代
売
買
ノ
解
禁
』
(
太
政
官
布
告
第
五

O
号
)
を
媒
介
と
し
て
、

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
〉
一
一
月
の
『
地
所

売
買
譲
渡
一
一
付
地
券
波
方
規
則
』
(
大
蔵
省
達
第
二
菩
一
勺
)
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
枯
券
状
|
す
地
券
へ
の
転
換
が
た
さ
れ
た
乙
王
、

そ

し
て
、
こ
れ
は
単
に
表
示
形
式
の
差
異
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
、

つ
ま
り
法
的
意
味
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま

で
の
泊
券
状
は
、
ど
う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
か
を
理
解
し
て
お
き
た
い
。

徳
川
ゑ
府
も
、
農
民
聞
に
実
際
に
行
な
わ
れ
て
い
た
、
土
地
'
や
二
種
の
商
品
と
し
て
流
通
き
せ
る
慣
行
を
、
黙
認
ぜ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
そ
の
乙
と
は
、
土
地
に
対
ず
る
私
的
所
有
の
進
展
を
黙
認
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
あ
る
。
徳
川
封

建
社
会
の
も
と
で
は
、
検
地
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
た
本
田
畑
の
、
氷
代
売
買
禁
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
、
圧
屋
・
年
寄
・
五
人
組

等
の
加
判
に
よ
っ
て
、
事
実
上
の
土
地
取
引
の
慣
行
が
公
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
土
地
取
引
を
公
認
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
貢
租
負
担
半
世
を
明
確
に
し
、
午
瓦
の
徴
収
を
確
保
で
き
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
「
泊
券
』

を
発
行
し
て
、

事
~.1{ 

上
の
土
地

取
引
を
証
す
る
素
材
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
井
上
和
夫
氏
は
、
『
藩
法
幕
府
法
と
維
新
法
』

(
厳
南
営
者
出

一
九
四

O
年
七
月
)
の

な
か
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
事
例
を
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
永
代
売
渡
申
田
地
之
事

一
、
高
九
一
心
余
也
田
畑
障
問
屋
敷
士
口
新
田
方
共

右
者
私
儀
去
戊
ノ
御
年
貢
不
納
候
-
一
日
付
所
持
ノ
困
地
内
四
半
人
半
前
田
畑
居
屋
敷
古
新
田
共
代
金
四
十
三
両
二
朱
一
一
而
永
代
売
渡
申
処
実
正
ニ
御
座

侯
尤
於
此
回
地
白
御
公
儀
様
拝
借
者
不
及
中
外
借
書
入
何
一
一
而
モ
無
御
座
侯
重
而
御
蔵
江
御
願
中
上
御
一
一
裏
書
証
文
請
取
相
渡
可
申
候
右
岡
地
一
一
付
何
様

/
異
変
御
応
候
共
請
人
罷
出
陥
度
博
明
貴
殿
江
少
モ
御
苦
労
相
掛
申
同
敷
候
為
後
日
之
正
文
如
件

田
地
売
主

横

目

七
右
衛
門

興
惣
兵
衛

印rp 



同庄同同組

E貝

九
郎
左
衛
門

四
郎
左
衛
門

儀

右

衛

門

平

兵

衛

孫

兵

衛

屋

当
村
〈
四
郎
丸
村
)

富
七

L~~ 

』
(
向
上
ド
冷
]

こ
う
し
て
、
浩
券
状
は
土
地
取
引
の
事
実
を
証
明
す
る
-
証
書
で
あ
っ
た
が
、
た
ん
に
、
当
事
者
聞
に
な
さ
れ
た
土
地
取
引
を
証
明
す
る
、
私

二
六
八
ペ
ー
ジ
)

印印印 Ep 印

的
証
拠
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
こ
ミ
で
は
、
あ
く
ま
で
も
、
土
地
取
引
に
対
す
る
領
主
的
公
認
と
、
そ
の
結
果
と
し
て

て
い
た
と
さ
れ
る
の
は
、

の
土
地
の
所
持
人
の
領
主
に
よ
る
権
威
的
確
定
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
土
地
に
対
す
る
所
持
を
公
証
す
る
機
能
を
、
こ
の
泊
券
状
が
果
し

い
づ
れ
も
、
領
主
的
権
力
を
媒
介
と
し
て
な
さ
れ
た
、
土
地
取
引
の
公
認
と
公
証
と
の
反
射
的
結
果
で
あ
り
、

拍
車
牙
状
自
体
が
、
そ
う
し
た
法
的
権
威
を
も
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
土
地
取
引
の
際
に
、
泊
券
状
の
引
き
渡
し
を
必
要
と
し
た
の
も
、

こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
志
味
で
の
泊
券
は
、
相
当
広
汎
に
わ
た
っ
て
全
国
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

日
本

た
こ
と
を
示
す
事
例
の
多
く
が
、
報
告
さ
れ
て
い
る
ミ
と
で
も
明
ら
か
と
な
る
。

『
全
国
民
事
慣
例
類
集
』
(
司
法
省
蔵
版

民
法
典
編
纂
の
過
程
で
な
さ
れ
た
、
全
国
の
民
主
慣
例
に
対
す
る
実
体
調
査
に
よ
っ
て
も
、
活
券
が
、
士
地
取
引
の
際
に
受
渡
さ
れ
て
い

一
八
七
七
年
五

一
八
八
O
年
七
月
)
第
二
編
『
財
産
』
の
な
か
の
『
財
産
所
有
ノ
事
』
(
第
一
章
)
に
は
、
泊
券
状
に
よ
る
土
地
取
引
の
慣
行
を

月
・
改
版

し
め
す
多
く
の
事
例
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
、
こ
れ
を
要
約
し
て
み
る
と
、

ほ
ぽ
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
、
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
う

る
。
い
ま
、
そ
の
事
例
を
摘
出
し
て
み
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
一
一
一
)

九



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
〈
三
)

九
四

(9) (5) (1) 

手
帳
(
下
総
国
結
城
郡
)
凶
下
ケ
札
・
配
符
(
山
石
代
同
信
夫
郡
)
ゆ
泊
券
(
北
海
道
渡
島
亀
田
郡
)
凶
手
札
(
越
前
国
足
羽
郡
〉

泊
券
状
(
越
後
国
蒲
原
郡
)
附
売
券
状
(
出
雲
国
島
根
郡
)
伺
泊
券
状
(
播
摩
国
飾
東
郡
)
附
坪
付
(
安
芸
国
沼
田
郡
・
安
芸
郡
)

券
状
・
下
札
(
周
防
国
吉
敷
郡
)
倒
下
ケ
札
(
周
防
国
都
濃
郡
)
凶
小
下
ケ
札
(
伊
予
国
宇
和
郡
)

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
泊
券
状
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
と
機
能
を
果
し
て
い
た
か
は
、

つ
ぎ
の
報
告

を
み
れ
ば
、
そ
の
大
要
を
推
知
で
き
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、

東
海
道
H

Q

町
方
ニ
テ
ハ
地
所
家
屋
ト
モ
所
有
権
ヲ
移
ス
ニ
ハ
必
ス
町
頭
ノ
奥
印
ア
リ
テ
官
へ
届
出
ル
例
ナ
リ
。
村
方
-
一
テ
ハ
地
所
売
渡
ノ
名
儀
ナ
グ
質
地
ヲ

以
テ
名
寄
帳
ヲ
書
改
ル
ノ
ミ
官
へ
届
出
ル
事
ナ
シ
。
其
質
地
証
文
ニ
ハ
必
ス
近
年
不
幸
続
キ
ニ
テ
貢
租
上
納
覚
東
ナ
キ
旨
喜
入
レ
親
類
ノ
連
印
ア
ル
ヲ

要
ス
。
右
ノ
文
言
ナ
ケ
レ
ハ
名
主
一
一
於
テ
許
可
セ
サ
ル
事
ナ
リ
。
但
宅
地
ノ
ミ
ハ
何
等
ノ
事
ア
ル
ト
モ
所
有
権
ヲ
移
ス
事
能
ハ
サ
ル
者
ト
ス

O

不
動
産
ハ
役
場
ノ
名
寄
帳
ヲ
以
テ
所
有
権
ヲ
定
メ
高
付
帳
ヲ
以
テ
官
へ
局
出
ル
例
ナ
リ
。
耕
地
ハ
永
代
売
買
ヲ
許
サ
ス
敷
地
ト
号
シ
金
ヲ
得
テ
十

箇
年
間
譲
渡
ス
ル
事
ナ
リ
。
責
粗
村
費
ト
モ
金
ヲ
山
セ
シ
者
一
一
テ
担
当
ス
。
主
ハ
別
ヲ
過
テ
請
戻
サ
サ
レ
バ
流
地
ト
ナ
リ
所
有
権
ヲ
移
ス
事
ナ
リ
。
敷
地

武
書
一
一
ハ
親
類
総
合
/
連
印
一
一
テ
村
役
人
ノ
奥
印
ヲ
要
ス

O
i
-
-
-
(風
早
八
十
二
解
題
全
国
民
事
慣
例
集
日
本
評
論
社
一
九
四
三
年
八
月
一

八
二
ペ
ー
ジ
)

南
海
道
H

O

村
方
ニ
テ
田
畑
所
有
ノ
権
ハ
庄
岸
手
一
万
二
名
寄
帳
ア
リ
高
反
別
持
、
王
ノ
名
前
ブ
詳
記
ス
町
方
-
一
テ
家
屋
敷
所
有
ノ
権
ハ
明
糾
技
付
阪
ア
リ
テ
間
口

奥
行
持
主
ノ
名
前
ヲ
詳
記
ス
所
有
権
移
ル
紅
一
一
其
名
前
ニ
張
紙
シ
テ
大
午
寄
ノ
検
印
ヲ
受
ク
。

。
村
方
エ
テ
庄
屋
手
元
ニ
犬
下
ケ
札
ト
号
ス
ル
!
川
収
ア
リ
田
畑
ノ
高
反
別
持
主
ノ
名
ヲ
記
シ
小
下
ケ
札
ト
号
ス
ル
紙
一
一
之
ヲ
写
シ
持
キ
一
之
ヲ
所
持
シ
所

有
権
ヲ
定
ム
。
皆
郡
奉
行
代
官
ノ
印
形
ア
ル
者
ト
ス
。
町
方
ニ
テ
町
頭
手
元
一
一
寸
検
帳
ア
リ
家
屋
敷
地
ノ
間
口
奥
行
持
主
ノ
名
ヲ
記
シ
所
有
権
ヲ
定
ム

譲
渡
シ
ノ
時
ハ
双
方
組
合
連
印
ノ
願
書
ヲ
出
シ
町
奉
行
ヨ
リ
許
可
書
面
ヲ
渡
ス
(
同
上
一
九

0
ペ
ー
ジ
)

西
海
道
H

O

山
林
田
畑
ハ
村
役
場
一
一
名
寄
帳
ア
リ
高
反
別
字
並
一
一
持
主
ノ
名
ヲ
記
シ
持
主
ハ
譲
渡
一
証
文
ヲ
所
持
シ
所
有
権
ヲ
定
ム
。
町
方
家
屋
敷
ハ
其
町
毎
ニ

譲
渡
帳
ア
ザ
譲
渡
ノ
書
面
ヲ
書
続
キ
大
年
寄
連
印
シ
町
奉
行
裏
印
シ
所
有
権
ヲ
定
ム
〈
向
上
一
九
一
ペ
ー
ジ
)



と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
租
改
正
の
た
め
の
、
租
税
寮
改
正
局
日
報
を
み
て
も
、
同
様
の
事
例
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

一
八
七
二

年
(
明
治
五
年
)

一
O
月
一
二
日
の
青
森
県
伺
〈
租
税
祭
日
報

明
治
五
年

第一二

O
号
)
に
ほ
、

つ
お
ど
の
よ
う
な
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

吋
地
券
渡
ぃ
力
之
儀
今
持
主
ヨ
リ
安
価
為
申
出
従
前
之
泊
券
有
之
分
ハ
突
合
セ
検
査
上
地
券
相
時
間
:
:
:
』
(
明
治
初
年
拍
秘
改
王
基
礎
資
料

七
三
一
ペ
ー
ジ
〉

上
巻

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
、

一
八
七
三
一
年
(
明
治
六
年
)
二
月
一
五
日
の
佐
賀
県
伺
(
租
税
寮
日
報

明
治
六
年

第
七
号
)
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
一
記
述
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
貫
属
医
敷
売
質
的
守
之
節
地
所
違
乱
無
之
為
メ
旧
藩
之
問
屋
敷
地
四
境
之
屈
曲
間
敷
道
国
堀
川
等
之
分
課
迄
泊
券
状
左
一
一
略
記
之
通
相
渡
置
候
向
モ

有
之
侯
処
今
般
御
発
行
之
縦
形
一
一
者
何
分
右
等
之
筋
者
難
致
記
載
去
仲
人
々
一
業
而
心
得
居
候
:
:
:
』
(
明
治
初
年
地
租
改
正
基
礎
資
料
上
巻
一
主

O

ベ
I
シ
)

と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
『
何
』
に
上
っ
て
も
、
各
地
で
相
当
完
備
し
た
枯
券
状
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
推
知
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
泊
券
状
は
、

そ
の
名
称
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、

ま
た
、
法
的
性
格
も
一
様
で
あ
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
民
間

に
お
い
て
、
た
ん
に
土
地
取
引
上
の
慣
行
と
し
て
、
事
実
上
な
さ
れ
て
い
た
土
地
取
引
に
対
し
て
、
領
主
的
公
認
を
あ
た
え
、
公
認
す
る

こ
と
を
し
め
す
証
書
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
点
で
は
、
共
通
し
た
法
的
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
封
建
領
主
の
側
か
ら
も
年
一
員
を

確
保
す
る
た
め
に
権
威
が
付
与
さ
れ
、
土
地
取
引
の
便
宜
上
の
手
段
と

L
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
、
封
建
領
主
の
側
か
ら
す
る

権
威
の
付
与
は
、
都
奉
行
代
官
ノ
印
形
を
押
捺
・
奥
書
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
さ
れ
て
い
た
c

従
っ
て
、
こ
ζ

で
は
、
枯
券
状
は
士
地

取
引
の
単
な
る
私
的
証
拠
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
、
土
地
取
引
の
領
主
的
公
認
と
公
証
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
一
二
)

L
-
L
 

J

ノ
す
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明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
一
二
)

九
六

た
ο

そ
こ
か
ら
、
直
接
の
反
射
的
効
果
と
し
て
の
土
地
所
有
の
事
実
を
公
証
1
l
l租
税
負
担
者
の
確
定
の
た
め
の
ー
す
る
、
公
的
証
拠

と
し
て
利
用
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
ま
だ
、
充
全
的
に
土
地
所
有
の
事
実
を
証
す
る
、
公
的
証
拠
と
し
て
の
法
的
意
味

の
付
与
は
、

な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
い
う
る
。
こ
の
泊
券
状
の
も
つ
法
的
意
味
は
、
明
治
維
新
以
後
の
土
地
立
法
に
よ
っ
て
承
継
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
明
治
維
新
以
後
の
土
地
立
法
が
、

旧
慣
を
踏
襲
し
た
と
い
う
法
的
根
拠
か
ら
、
法
論
珂
的
必
然
性
を
も
っ
て
導
か
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
見
解
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
も
一
般
的
に
確
認
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

つ
ぎ
の
裁
判
所
の
伺
に
よ
っ
て
も
、

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

一
八
七
四
年
(
明
治
七
年
)
一
一
一
月
二
二
日
の
京
都
地
方
裁
判
所
か
ら
な
さ
れ
た
、

司
法
省
へ
の
伺
に

1i 

つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
み
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
西
京
市
中
ノ
如
キ
元
来
地
租
免
除
一
一
シ
テ
泊
券
状
ト
名
付
ケ
地
方
官
ニ
テ
保
護
ノ
調
印
ヲ
ナ
シ
下
渡
有
之
、
地
所
売
買
ノ
節
ハ
時
改
メ
其
都
度
官

ノ
押
印
ヲ
請
ヶ
、
之
ヲ
仲
間
券
一
一
継
付
シ
余
穀
ヲ
借
用
ス
ル
-
一
為
拡
当
斯
ノ
浩
券
状
ヲ
債
主
-
一
渡
シ
:
:
:
』
(
史
守
一
制
法
例
表
纂
一
一
一
一

O
八
ペ
ー

ジ
)

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
大
審
院
民
事
判
決
録
』
(
一
八
七
九
年
五
月
)
に
は
、
山
形
県
最
上
部
で
『
士
書
』
と
い
う
も
の
が
、
名
主
の
作

成
・
署
名
に
よ
っ
て
、
土
地
所
有
者
に
渡
さ
れ
て
い
た
慣
行
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

『
世
間
ノ
泊
券
状
ト
同

A

ノ
モ
ノ
テ
:
:
:
宝
謄
十
三
年
旧
領
、
工
枚
地
縄
受
領
内
一
般
改
正
ジ
タ
ル
節
ノ
土
書
一
一
テ
従
来
地
所
売
買
制
禁
エ
付
地
所
譲

渡
ノ
節
ハ
土
書
一
一
譲
渡
一
証
書
相
添
へ
村
吏
ノ
奥
印
ヲ
受
ケ
領
主
代
官
開
届
ノ
書
面
ヲ
添
テ
地
所
引
渡
ヲ
ナ
シ
土
書
所
持
セ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
地
所
所
有
主

タ
ル
ヲ
証
ス
ル
一
般
ノ
慣
習
ナ
リ
』
(
同
上
二
ペ
ー
ジ
以
下
)

と
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
秋
田
県
秋
田
郡
に
て
も
、
同
様
の
事
例
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、



『
其
所
有
ヲ
証
セ
シ
メ
土
書
ト
称
へ
検
地
帳
一
一
登
記
セ
ル
反
畝
歩
取
米
等
ヲ
其
億
写
取
其
他
ノ
圧
屋
肝
煎
之
ニ
調
印
シ
テ
渡
シ
置
グ
風
習
:
:
:
』

(
向
上
一
八
七
九
年
一
一
月
一
一
一
日
三
九
0
ペ
ー
ジ
)

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
に
よ
っ
て
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
泊
券
状
が
土
地
所
有
を
し
め
す
公
的
証
拠
と
さ
れ
、
従
っ
て
、
土
地

の
移
転
や
担
保
の
場
合
に
、
重
要
な
機
能
を
現
実
に
果
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
徳
川
封
建
社
会
の
浩
券
状

〈

5
)

制
度
は
、
明
治
維
新
以
後
に
お
い
て
も
廃
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
存
続
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
泊
券
状
に
対
す
る
領
主
的
権
力
に
よ
る
公

刃
白
争
i
R

、

三
島
、

I

一
八
六
九
年
(
明
治
二
年
)
の
版
籍
奉
還
に
よ
っ
て
、
明
治
政
府
に
と
っ
て
代
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
八
七
四
年

(
明
治
七
年
)
三
月
二
日
に
お
け
る
、
京
都
府
か
ら
内
務
郷
宛
の
伺
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
従
前
泊
券
帳
ト
唱
軒
別
一
一
地
函
井
建
家
土
蔵
等
書
載
セ
候
書
面
於
当
府
庁
相
改
割
印
相
調
己
後
売
買
譲
与
之
節
ハ
同
様
割
印
之
上
都
テ
持
主
一
一
下

渡
候
付
右
ヲ
的
証
ト
シ
テ
都
合
-
一
寄
建
家
売
買
或
ハ
証
券
状
ヲ
質
物
一
二
走
入
レ
専
ラ
融
通
イ
タ
シ
居
候
』
(
内
閣
文
庫
所
蔵
京
都
府
史
料
第
三

四
冊
)

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
二
月
二
四
日
の
、
『
地
所
売
買
譲
渡
ニ
付
地
券
渡
方
規
則
』
(
大
蔵
省
達
第
二
五

円
さ
に
よ
っ
て
、
地
券
(
壬
申
地
券
)
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
泊
券
状
は
、
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ

t土

一
八
七
三
年
(
明
治
六
年
)
一
二
月
の
京
都
府
達
第
一
七
八
号
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
達
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
従
前
治
券
状
室
田
替
之
節
冥
加
金
上
納
致
来
候
処
今
般
地
券
発
行
-
一
付
テ
ハ
自
今
JW

加
止
候
事

但
旧
来
之
泊
券
状
ハ
此
度
銘
々
地
所
代
価
申
出
候
節
一
同
取
東
ネ
其
町
長
へ
可
差
出
事
』
(
内
閣
文
庫
所
蔵

京
都
府
史
料

第
三
回
問
)

と
さ
て
い
る
。
同
様
の
事
例
は
、
東
京
府
の
一
八
六
九
年
(
明
治
二
年
)
四
月
の
町
触
に
も
と
づ
く
泊
券
状
継
書
に
も
、

し
め
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
三
)

九
七



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
三
)

九
八

『
二
年
四
月

東
京
府
下
町
地
譲
与
泊
券
状
書
継
割
印
願
書
案

東
京
町
触

組
々
世
話
掛

中
年
寄
共

町
敷
譲
渡
ノ
泊
券
状
へ
割
印
致
シ
可
遺
旨
布
告
致
シ
候
一
一
付
一
ア
ハ
以
来
治
券
状
継
書
へ
印
形
致
シ
候
節
別
紙
雛
形
ノ
通
願
書
相
認
印
形
取
揃
地
所
譲
受

侯
モ
ノ
ヨ
リ
割
印
之
儀
願
出
候
様
可
致
侯
尤
地
所
譲
渡
ノ
モ
ノ
並
右
へ
加
印
致
シ
候
五
人
組
中
年
寄
ト
モ
差
漆
能
出
候
一
一
不
及
候

〔
雛
形
略
〕
』

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
八
六
九
年
(
明
治
二
年
)
五
月
一
七
日
の
、
東
京
府
中
町
名
改
正
に
際
し
て
な
さ
れ
た
、
東
京
府
町
触
に
よ

司
令
ル
)
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

『
二
年
五
月
一
七
日

東
京
市
中
泊
券
状
改
正

東
京
府
町
触

町
屋
敷
譲
渡
又
ハ
売
買
之
節
継
書
割
印
其
外
ノ
儀
一
一
付
先
達
而
相
触
候
処
、
右
割
印
之
儀
ハ
爾
来
之
分
而
己
之
処
、
今
般
町
銘
相
改
候
上
ハ
在
来
泊
券

面
之
町
銘
井
地
面
ケ
所
付
等
モ
相
廻
致
シ
彼
是
紛
敷
候
問
、
府
内
町
屋
敷
是
迄
之
泊
券
状
不
残
相
廃
止
別
紙
雛
形
之
通
下
地
面
限
泊
券
状
相
認
写
共
二

タ
通
リ
来
ル
六
月
中
-
一
差
出
可
申
、
右
へ
見
留
印
之
上
本
紙
ハ
下
一
炭
可
遣
、
且
継
書
之
度
毎
モ
右
同
様
相
心
得
額
出
可
申
。
就
而
者
市
中
町
屋
敷
之
内

東
京
府
下
之
印
無
之
分
泊
券
状
一
一
ハ
不
相
立
候
。
其
余
ハ
都
而
相
触
候
相
心
得
可
申
侯
事
。
今
般
市
中
泊
券
状
改
正
一
一
付
而
者
、
是
迄
六
尺
五
寸
間
六

尺
間
両
様
一
一
相
成
居
、
京
間
田
舎
間
之
断
書
不
致
侯
而
者
分
リ
兼
、
不
都
合
之
儀
モ
有
之
侯
問
、
以
来
六
尺
間
ニ
相
改
可
申
候
。
右
之
趣
町
中
無
洩
可

触
知
者
也

〔
雛
形
略
〕
』

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、

い
ず
れ
も
、
徳
川
封
建
社
会
に
お
い
て
、
事
実
上
の
土
地
取
引
に
実
際
に
利
用
さ
れ
て
き
た
泊
券



状
が
、

旧
慣
そ
の
も
の
を
承
継
し
た
、
明
治
維
新
以
後
の
土
地
立
法
に
お
い
て
も
、
公
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、

一
八
七

O
年
(
明
治
三
年
)
六
月
に
神
田
孝
平
が
建
議
し
た
、
『
回
租
改
革
建
議
』
の
な
か
で
、
『
先
ツ
田
昌
売
買
ヲ
許
シ
毎
回
ニ
其
ノ
泊

券
ヲ
作
ラ
シ
ム
可
:
:
:
』
と
な
し
、
ま
た
、
地
券
発
行
に
関
す
る
、
大
蔵
卿
犬
久
保
利
道
・
大
蔵
大
輔
井
上
馨
連
名
の
、
『
地
所
売
買
放

禁
分
一
税
施
設
之
儀
正
院
伺
』
(
大
蔵
省
何
)
の
な
か
で
も
、
『
地
所
永
代
売
買
ヲ
許
シ
各
所
持
ノ
泊
券
ヲ
改
メ
:
:
:
』

と
な
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
七
月
に
大
蔵
省
が
地
租
を
全
国
的
に
改
正
す
べ
き
回
目
を
各
地
方
守
口
に
達
し
、
地
方
官
の
意
見
を
徴

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
、

租
税
改
正
ノ
大
旨
各
地
方
官
へ
達

租
税
者
経
国
之
要
務
政
府
之
大
任
問
ヨ
リ
不
待
論
之
処
去
ル
戊
辰
御
一
新
継
テ
辛
来
年
廃
藩
置
県
之
後
モ
租
税
法
者
先
ツ
旧
慣
一
一
従
ヒ
俣
振
ム
ロ
候
処
追

々
一
時
勢
文
明
ニ
赴
キ
侯
-
一
就
而
者
全
国
之
租
税
法
一
途
一
一
出
テ
偏
重
偏
軽
之
婁
ヲ
相
改
中
正
公
平
ノ
法
ヲ
被
設
候
御
趣
旨
ヲ
以
去
年
以
来
追
々
伺
済
旧

来
之
租
税
法
ハ
漸
々
相
改
メ
遂
ニ
全
国
一
般
治
券
租
法
施
行
可
相
成
績
一
一
付
猶
御
規
則
等
者
不
日
御
通
達
可
申
候
待
モ
爾
後
之
心
得
振
モ
可
有
之
候
間

比
段
各
位
山
地
申
達
置
候
猶
御
見
込
ぞ
有
之
候
者
油
者
共
迄
御
申
持
団
有
之
度
比
段
申
進
候
弘

租

税

頭

租
税
権
頭

陸
奥
宗
光

松
方
正
義

と
な
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、

〈

8
)

い
ず
れ
も
、
『
泊
券
』
と
い
う
用
語
を
慣
用
語
と
し
て
、
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

〈

1
)

こ
の
点
に
つ
い
て
、
?
右
山
儀
一
全
集
上
巻
』
(
東
洋
経
済
新
報
往
一
九
四

O
年
九
月
)
の
『
正
名
文
明
主
権
之
議
或
ハ
宕
倉
右
府
建
議
草

案
』
の
解
題
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
円
山
石
倉
公
実
記
』
の
編
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
全
文
は
、
全
く
公
の
意
見
書
と

し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
真
の
立
案
・
起
草
者
は
、
突
は
公
で
は
な
く
、
わ
が
若
山
儀
一
氏
こ
そ
、
そ
の
人
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
即
ち
、
右
の
、
『
「
岩
倉
右
府
建
議
草
案
」
の
表
紙
に
は
「
儀
一
起
草
」
と
特
記
し
て
あ
り
、
「
正
名
分
明
主
権
之
議
」
(
こ
れ
は
、
岩
倉
右
府
建

議
草
案
を
、
更
に
清
書
し
て
、
題
目
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
)
の
方
に
は
、
「
此
楕
僅
-
二
本
ヲ
存
ス
ル
ノ
ミ
佼
之
御
一
閲
ノ
後
御
還
ヲ
乞
ヒ
奉
ル
」

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
三
)

九
九



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
ゴ
一
)

。。

と
表
記
せ
ら
れ
て
い
る
の
に
よ
っ
て
、
這
般
の
消
怠
は
頗
る
明
瞭
で
あ
る
』
(
向
上
一
一
一
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
て
い
る
。

(
2
〉
前
項
(
二
一
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
以
降
の
土
地
立
法
の
変
遷
)
で
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
o

(

立
教
絞
済
学
研
究

巻
第
四
号
一

O
六
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
)

(
3
〉
平
野
義
太
郎

H
本
資
本
主
義
の
機
構
と
法
律
明
善
書
房
一
九
四
七
年
四
月
二

O
四
t
二
O
五
ペ
ー
ジ

(
4
)

田
中
久
隅
民
間
山
首
要
、
福
島
正
夫
地
租
改
正
の
研
究
有
斐
閣
一
九
六
四
年
九
月
一
一
五
ペ
ー
ジ

(
5
)

福
島
正
夫
地
租
改
正
の
研
究
有
斐
閣
一
九
六
四
年
九
月
六
九
ペ
ー
ジ

(
6
)

明
治
財
政
史
編
纂
会
明
治
財
政
史
第
五
巻
丸
善
株
式
会
社
一
九
O
四
年
一
一
月

(
7
)

明
治
財
政
史
編
纂
会
明
治
財
政
史
第
丘
巻
丸
善
株
式
会
社
一
九
O
四
年
一
一
月

(
8
〉
福
島
正
夫
地
和
改
正
の
研
究
有
斐
閣
一
九
六
四
年
九
月
六
六
ペ
ー
ジ

第

一
一
一
一
七
ペ
ー
ジ

一ムハベ

I
ジ

五

明

治

初

年

の

地

券

制

度

の

意

味

明
治
維
新
以
後
、
土
地
関
係
に
あ
っ
て
も
、
旧
慣
が
承
継
さ
れ
た
。
そ
し
て
農
業
に
お
け
る
、
商
品
U
貨
幣
経
済
の
進
展
に
よ
っ
て
生

じ
た
、
事
実
上
の
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
が
、
法
的
権
利
と
し
て
法
制
度
上
で
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

一
八
七
一
一
年

(
明
治
五
年
)
二
月
の
、
『
地
所
永
代
売
買
ノ
解
禁
』
(
太
政
官
布
告
第
五

O
号
)
と
そ
れ
に
も
と
ず
く
、
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
二
月
二
四
日
の
、

『
地
所
売
買
譲
渡
一
一
付
地
券
渡
方
規
則
』
(
大
蔵
省
達
第
二
五
号
〉
に
よ
る
、
地
券
(
壬
申
地
券
)
の
交
付
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
、

地
券
交
付
に
よ
っ
て
外
形
的
・
法
形
式
的
に
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
は
、
完
成
さ
せ
ら
れ
た
と
な
し
う
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
こ
の

地
券
制
度
の
も
と
で
、
地
券
は
ど
の
よ
う
な
法
的
意
味
を
与
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
地
券
に
表
現
さ
れ
た
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有

の
法
的
意
味
を
解
明
す
る
に
は
、
ま
ず
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
地
券
制
度
の
も
つ

法
的
意
味
を
特
に
問
題
と
す
る
の
は
、

っ
、
ぎ
の
理
由
に
も
と
守
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、

旧
民
法
や
明
治
民
法
の
法



的
性
格
の
解
明
の
た
め
、
若
干
の
基
礎
的
作
業
を
な
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
も
と
づ
く
諸
論
文
は
、
『
旧
民
法
と
明
治
民
法
』
(
青

木
蓄
広

一
九
六
六
年
十
月
)

と
し
て
‘
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に

a

そ
う
し
た
解
明
を
深
め
て
ゆ
く
た
め
に
、
『
近
代
的
所
有

権
の
形
成
と
構
成
』
(
立
教
経
済
学
研
究

第
一
九
巻
第
四
号
1
第
二

O
巻
第
四
号

〈
一
九
六
六
年
一

O
月
1
一
九
六
七
年
一
月
〉
)
に
よ
っ
て
、
明

治
初
年
の
所
有
権
を
課
題
と
な
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

旧
民
法
や
明
治
民
法
の
所
有
権
規
定
の
法
的
意
味
の
確
定
と
い
う
視
点

に
立
っ
て
、
分
析
と
究
明
が
と
こ
ろ
み
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
初
年
の
所
有
権
規
定
を
問
題
v
と
す
る
場
合
に
は
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
歴
史
的
に
先
行
す
る
は
ず
の
、

土
地
に
対
す
る
所
有
権
が
、

い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
人
々
に
定
着
さ
れ
る
か
を
問
題
と
せ
ざ

る
を
え
な
い
。
こ
の
た
め
、
明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
を
解
明
せ
ぎ
る
を
え
な
く
す
る
。
こ
う
し
た
視
点
に
立
っ
か
ぎ
り
、
地
券
制
度
が

課
題
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
地
券
制
度
自
体
の
、

た
ん
な
る
法
史
的
究
明
を
な
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

さ
て
、

前
記
の
、

『
近
代
抽
出
所
有
権
の
形
成
と
構
成
』
(
立
教
経
済
学
研
究

第
一
九
巻
第
三
号
、
〈
第
二

O
巻
第
四
号
)
の
な
か
で
は
、

旧
民

法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
、
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
を
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
お
い
た
。
す
な
わ
ち
、

『
旧
民
法
の
土
地
所
有
権
に
あ
一
つ
て
は
、
用
益
権
と
の
聞
に
明
治
民
法
の
土
地
所
有
権
と
異
っ
て
、
従
属
関
係
を
か
な
ら
ず
し
も
認
め
て
い
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
は
現
実
の
土
地
耕
作
者
と
し
て
の
農
民
の
用
益
権
を
、
所
有
権
と
放
列
尉
係
に
お
い
て
把
え
よ
う
と
L
て
い
る
。
』
(
向
上
第
二

O
巻
第

四
号
二

O
一
一
一
ペ
ー
ジ
)

と
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
は
旧
民
法
と
明
治
民
法
の
所
有
権
規
定
が
、
同
一
の
条
文
的
表
現
形
式
を
と
っ
て
い
て
も
、

そ
の
法
的
性
格
は
異

っ
た
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
?
と
。
そ
し
て
、

か
か
る
差
異
は
旧
民
法
と
明
治
民
法
と
の
制
定
に
お
け
る
、
具
体
的
な
社
会
・
経
済
的
条
件

の
差
異
に
も
と
づ
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
土
地
に
対
す
る
所
有
権
規
定
に
あ
っ
て
は
、
所
有
権
規

定
の
法
的
性
格
の
差
異
に
か
か
わ
ら
ず
、

た
ん
に
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
を
意
味
し
て
い
た
と
い
う
点
で
、
共
通
し
た
法
的
性
格
を

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
三
〉

。



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
一
二
)

。

も
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
こ
こ
で
は
、
旧
民
法
に
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
明
治
民
法
に
あ
っ
て
も
、
土
地
関
係
に

対
し
て
、
明
治
政
府
の
維
持
し
擁
護
し
よ
う
と
し
た
寄
生
地
主
制
と
、
農
業
の
犠
牲
に
も
と
づ
い
て
、
日
本
資
本
主
義
を
発
展
さ
せ
て
ゆ

く
た
め
の
法
的
規
制
と
し
て
、
土
地
所
有
権
が
規
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
土
地
に
対
ず
る
所
有
権
の
法
認
は
、
明

治
政
府
に
よ
っ
て
承
継
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
枯
券
状
を
二
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
二
月
の
、

『
地
所
永
代
売
買
ノ
解
禁
』

(
太
政
官
布
告
第

五
O
号
)
に
も
と
づ
く
、
地
券
制
度
に
よ
る
地
券
に
と
っ
て
代
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

泊
券
状
の
も
つ
、
事
実
上
の
土
地
取
引
の
公
認
と
公
証
と
い
う
性
格
か
ら
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
の
公
証
と
い
う
性
格
に
転
化
し

た
の
で
あ
る
。
明
治
初
年
の
地
券
に
段
、
こ
う
し
た
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
の
公
証
と
い
う
法
的
性
格
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
c

こ
れ
は
明
治
維
新
以
後
の
土
地
関
係
の
実
際
を
反
映
し
た
も
の
と
し
て
、
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
、

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
の
、
『
地
所
永
代
売
買
ノ
解
禁
』
(
太
政
官
布
告
第
五

O
号
)
に
よ
っ
て
法
認
さ
れ
た
、
土
地
所
有

権
の
法
的
性
格
は
、
当
然
に
地
券
そ
の
も
の
の
法
的
意
味
を
決
定
す
る
。
そ
の
た
め
、
法
認
さ
れ
た
土
地
所
有
権
が
、
ど
の
よ
う
な
社

会
・
経
済
的
条
件
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
か
を
、
解
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
す
で
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
同
時

に
、
地
券
に
表
現
さ
れ
た
土
地
所
有
権
が
、
こ
う
し
た
土
地
所
有
権
と
照
応
関
係
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
検
討
も
必
要
と
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
、
法
制
度
が
現
実
の
社
会
・
経
済
的
条
件
を
土
台
と
し
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
、

し
か
も
、
国
家
の
意
思
を
通
過
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
屈
折
し
た
も
の
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
、
現
実
の
社
会
・
経
済
的
条
件
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
土
地
関
係

に
対
し
て
、
明
治
政
府
が
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
指
向
す
る
か
と
い
う
、
国
家
的
政
策
を
含
ん
だ
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
土
地
立
法
の
な
か
で
地
券
制
度
自
体
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
解
明
を
必
要
と
す
る

こ
と
に
な
る
。

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
以
後
の
土
地
立
法
の
変
遣
を
嗣
示
す
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。



明治初年の土地立法の変遷(その二)

1872年目J;J(治 5 :1:引 ~1873年(明治 6 与) 7 J1 r地租改正条例』まで

il一次!区 ~~I 名 -jコ
1872年(明治 5年)I I 

1.大蔵省達 |地券発行地租収納規則 j 

2.15 太政官布告第50号!地所永代売買ノ解禁 | 

2. 東京府達 |地券申請地租納方規則 i 
2.24 大蔵省達第25号 |地所売買譲渡ニ付地券波方規則 1 

3.25 太政官布行 |地所名称区分改正 | 

4. I :太政官布告第124号|地所外同人へ完渡・地所地券等書入禁止1

(i.太政官布告第187号|筆土 )j)~平氏身代限規則 l 

7. 4 大蔵省迷第83号 1一般ノ地所へノ地券交付

7.25 大蔵省[達第93号 i 社七日~i低価ヲ以テ払下

7.25 大蔵省述第94号 j也所売質譲渡ニ付J也券渡方規則増補

8.27 太政官布告第240号 Itilif¥1百貨諸奉公人給金等ノ事

8.28 I大蔵省達第115号 l 地券渡方規則第 1条第2条改正

9. 4 I大蔵省達第126号 |地券渡方規則第15条以下相達

9.14 大蔵省達第132号 |地券渡方規則増補達94号中第 1条改正

10.30 犬蔵省達第159号 1地券渡方規則一部追加修正

11. 28 大蔵省連第17忌号 |地券波方改正規則(達175号)第 2条ノ地

税表波ニ凡例

1873年(明治 6年)
1.13 

1.17 

2. 7 

3. 5 

3. 

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
さ
一
)

動産不動産質物ノ:事

地所質入書入規則

貸金銀利息ノ儀

金穀貸付法律上ノ利息ノ儀

従前Ji告券状H ・H ・地券発行ニ付テハ自今
廃止候事

太政官布告第114号|地券発行ユ付地所名称区別共更正ノ事

太政官布告第194号 Iffl畑石高ノ称ヲ磨、ン茂男Jjヲ以テ換用ス

太政官布告第195号 j金穀ノ借主身代限ニイ、f清人証人ノ区別
|廃止貸借請人証人弁済規則

太政官;{ti+Lr第218号!各府県下諸省使寮司御用地有之向ハ坪
!数取調地券ヲ渡ス

太政宮布告第246号|米麦海外輸出ヲ許ス

太政官布告第247号|訴容文例

|地所貸借規則/制定ノ i二申ニ太政官同
| |ぷノ事;

i太政官布告第m 号|地租改正条例

太政官布告第9号

太政官布告第18号

太政官布告第40号

太政官布告第92号

京都府達

3.25 

6. 8 

6. 8 

7.15 

7.17 

7.28 

6.22 

一O
三



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
三
)

一O
四

こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
券
制
度
は
、

一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
〉
一
ニ
月
二
七
日
の
『
東
京
府
下
武
家
地
町
地
ノ
称
ヲ
廃
止
シ
一
般
地
券
発

行
地
租
賦
課
』
(
太
政
官
布
告

)lψ
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
一
一
月
一
五
日
の
『
地
所
永
代
売
買
ノ
解
禁
』

(
太
政
官
布
告
第
五
O
号
〉
|
↓

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
二
月
二
四
日
『
地
所
売
買
譲
渡
一
一
付
地
券
渡
方
規
則
』
(
大
蔵
省
達
第
二
五
号
)
1
1
v
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
〉
七

月
四
日
の
『
一
般
ノ
地
所
へ
ノ
地
券
交
付
』
(
大
蔵
省
達
第
八
三
号
)
と
い
う
、

ハ
1
)

ぅ
。
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
農
業
に
商
品
日
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
主
け
日
小
作
人
関
係
と
い
う
経
蛍
形
態

一
連
の
土
地
立
法
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
こ
と
が
解
る
だ
ろ

が
普
遍
化
し
て
き
た
。
し
か
も
、
こ
の
地
主
H
小
作
人
闘
係
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
な
社
会
・
経
済
的
条
件
に
規
制
さ
れ
て
、
種
々
雑

多
な
形
態
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
土
地
関
係
を
複
雑
な
も
の
と
し
た
。
『
地
方
凡
例
録
』

(
日
本
経
済
大
典
第
四
巻
〉
で
は
、
小
作
・
別
小
作
・
永
小
作
・
名
目
小
作
・
家
守
小
作
・
入
小
作
に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

三コ

ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
一
、
直
小
作
ト
イ
フ
ハ
田
昌
ヲ
賢
一
一
入
レ
地
主
直
一
一
致
小
作
ヲ
イ
フ
小
作
証
文
年
季
ハ
質
地
年
季
-
一
応
ス
尤
置
小
作
ハ
別
ニ
小
作
一
試
文
コ
レ
ナ
キ

カ
質
地
本
証
文
-
一
致
小
作
段
害
入
有
之
λ

出
入
等
ノ
セ
ツ
申
訳
相
立
ツ
ヨ
ト
ナ
リ

一
、
別
小
作
ト
云
フ
ハ
回
畠
質
ニ
ト
リ
地
主
一
一
無
構
金
主
ヨ
リ
他
ノ
者
へ
為
致
小
作
ヲ
云
証
文
ハ
年
季
ニ
テ
モ
一
ヶ
年
一
一
一
ア
モ
勝
手
次
第
二
イ
タ
ス

一
、
永
小
作
ト
イ
フ
ハ
質
地
ノ
小
作
一
一
ハ
無
之
自
分
所
持
ノ
田
昌
年
季
無
之
数
十
年
小
作
致
サ
セ
ル
ヲ
イ
フ
永
小
作
ハ
地
主
ニ
テ
無
謂
地
面
ト
リ
上
外

ノ
者
へ
為
作
儀
ハ
成
難
シ
モ
ツ
小
作
米
滞
地
主
ヨ
リ
訴
出
レ
バ
小
作
米
ハ
吟
味
之
上
定
法
通
リ
済
方
申
付
小
作
ハ
前
々
之
通
リ
イ
タ
サ
セ
ル
然
ド
モ
年

一
只
不
埼
ノ
セ
ツ
有
之
カ
又
ハ
ナ
ン
ゾ
格
別
不
持
ノ
子
細
有
之
バ
地
面
ト
リ
上
地
主
へ
相
渡
ス
小
作
定
米
証
文
等
ハ
則
一
一
替
ル
事
ナ
シ
尤
永
小
作
ノ
団
地

作
人
方
ニ
テ
質
一
一
入
又
ハ
人
ヘ
小
作
一
一
渡
ス
事
禁
制
也
当
時
ハ
永
小
作
ト
云
儀
少
ク
十
ヶ
年
ヨ
リ
長
年
季
ニ
ハ
イ
タ
サ
ザ
ル
ナ
リ

一
、
名
目
小
作
ト
一
一
山
フ
ハ
質
地
ノ
小
作
ニ
ハ
ナ
ク
、
田
畠
多
所
持
イ
タ
シ
手
作
目
一
余
り
小
百
姓
へ
数
年
為
作
賞
ヲ
名
目
小
作
ト
一
去
フ
二
十
ヶ
年
以
上
ニ

ナ
レ
バ
、
氷
小
作
一
一
准
ズ
若
シ
及
出
入
タ
ル
時
一
証
文
有
之
カ
地
主
帖
面
一
一
印
形
取
置
ケ
ハ
及
沙
汰
証
文
モ
無
之
帖
一
由
一
一
印
形
無
之
パ
地
主
不
念
一
一
付
無
取

上



一
、
家
守
小
作
ト
一
一
品
フ
ハ
凹
品
以
別
多
ク
小
作
一
一
入
ル
時
地
主
世
話
局
キ
兼
小
作
人
ノ
世
話
人
ヲ
立
入
レ
付
ノ
世
話
ヲ
為
致
小
作
地
ノ
内
何
歩
ト
カ
極

メ
家
守
給
ニ
為
作
年
貢
諸
役
ハ
地
主
相
勤
ル
尤
請
人
為
立
家
守
請
状
取
之
家
守
給
ノ
外
致
小
作
ハ
外
並
小
作
証
文
差
出
サ
セ
ル
若
小
作
証
文
ナ
レ
ハ
当

人
受
人
両
人
ニ
済
方
申
シ
ツ
ケ
於
滞
ハ
両
人
共
身
上
限
申
付
ル

て
入
小
作
ト
ハ
他
村
ヨ
リ
致
小
作
ヲ
入
小
作
ト
イ
フ
別
-
一
小
作
ノ
仕
法
ハ
替
ル
事
ナ
シ
』
(
同
上
二

0
0
1
二
O
一
ペ
ー
ジ
)

こ
う
し
た
、
複
雑
な
小
作
関
係
を
と
も
な
っ
た
土
地
関
係
を
ふ
ま
え
て
、
地
券
を
誰
に
交
付
す
る
か
は
、
重
大
な
問
題

と
な
し
て
い
る
。

を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
か
っ
た
。
地
券
が
、
地
主
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
は
、
農
民
の
も
つ
こ
れ
ま
で
の
耕
作
権

U
所
持
が
維
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
、
重
大
な
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
支
で
、
地
券
発
行
は
地
組
改
正
の
準
備
手
段
と
い
う

視
点
で
、
把
握
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
、

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
七
月
の
、

吋
一
般
地
所
へ
ノ
地
券
交
付
』
(
大
蔵
省
達
第
八
三
号
〉
に

よ
る
、

一
般
地
券
(
改
正
地
券
)
の
発
行
は
、
そ
れ
以
前
の
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
一
一
月
の
、

『
地
所
売
買
譲
渡
ニ
付
地
券
渡
方
規
則
』

(
大
蔵
省
達
第
二
五
号
)
に
よ
る
地
券
(
壬
申
地
券
)
と
異
り
て
、
直
接
に
地
租
改
正
の
準
備
と
い
う
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
地
券
を
土
地
関
係
に
対
す
る
明
治
政
府
の
政
策
に
視
点
を
お
い
て
把
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
明
治
維
新
が

政
治
的
変
革
で
あ
る
か
ぎ
り
、
土
地
改
革
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
は
、
封
建
的
権
力
関
係
の
物
質
的
基
礎
と
な
る
、
封
建
的
土
地
関
係
に

も
と
づ
く
、
農
民
に
対
す
る
収
奪
関
係
や
領
主
的
土
地
所
有
の
取
分
を
変
革
し
、
封
建
的
諸
関
係
を
再
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
な
し
に
は
、
明
治
政
府
は
安
定
し
た
政
治
権
力
を
維
持
す
る
こ
、
ど
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
と
に
、
廃
藩
置
県
直
慢
の

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
の
時
期
に
お
い
て
は
、
明
治
政
府
は
自
己
の
政
治
的
基
盤
の
整
備
の
た
め
に
、
農
民
の
力
を
利
用
ぜ
ざ
る

'vzι

な
か
っ
た
。
明
治
維
新
直
後
の
土
地
立
法
で
、
旧
慣
を
継
受
し
た
立
場
か
ら
、
土
地
に
対
す
る
向
由
処
分
を
法
制
度
上
で
承
認
す
る
法
待

的
転
換
は
、
農
業
生
産
に
お
け
る
商
品
H
貨
幣
経
済
の
進
展
と
い
う
事
実
に
た
っ
て
、
封
建
的
諸
権
力
の
物
質
的
基
盤
を
掘
り
く
ず
し
、

新
し
い
政
治
的
権
力
の
物
質
的
基
盤
を
作
出
す
る
と
い
う
、
政
治
的
企
図
を
表
現
し
て
い
た
。

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
ニ
)

。
五



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
二
)

一O
六

こ
う
し
て
、
明
治
政
府
に
よ
る
地
券
制
度
の
導
入
は
、
こ
れ
ま
で
の
封
建
的
土
地
関
係
1
1
1
検
地
帳
体
制
に
よ
る
1

1
ー
を
打
破
し
、
良

民
自
身
の
封
建
的
拘
束
か
ら
の
解
放
を
実
現
し
た
。
地
券
の
一
般
的
発
行
が
公
布
さ
れ
た
直
後
の
、

一
八
七
二
年

(
明
治
五
年
)

八
月
に

片
山
、
大
蔵
省
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
布
達
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

明
治
万
一
年
八
月
大
蔵
省
布
達
一
一
八
号

一
、
従
前
土
地
ノ
風
俗
ニ
依
日
旧
慣
ヲ
私
法
ト
ナ
シ
候
類
間
々
有
之
或
ハ
祖
先
ノ
代
目
一
一
位
仕
候
者
へ
地
所
ヲ
付
与
致
シ
侯
分
其
子
孫
ニ
烹
ル
迄
家
抱
杯

ト
唱
へ
家
来
同
様
ノ
扱
一
一
致
シ

A

村
ノ
者
向
輩
一
一
見
倣
サ
ス
或
ハ
他
ヨ
リ
入
村
ス
ル
者
ハ
水
呑
ト
唱
へ
是
又
同
輩
之
交
不
致
ノ
類
間
々
有
之
人
民
協

和
交
際
之
道
ニ
相
反
キ
候
問
右
等
旧
慣
ヲ
以
テ
家
格
相
立
候
義
堅
可
令
禁
止
事

一
、
古
米
荒
蕪
ノ
地
ヲ
拓
キ
一
村
ヲ
取
立
候
者
之
ヲ
草
分
ケ
ト
名
付
ケ
旧
家
タ
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
他
人
ヲ
軽
蔑
致
シ
往
々
非
義
ノ
挙
動
致
シ
候
者
有
之
趣

円
以
祖
先
/
功
績
一
一
誇
リ
今
日
ニ
至
リ
他
人
ヲ
凌
グ
吋
キ
ノ
理
無
之
候
問
自
今
右
等
ノ
唱
へ
令
禁
止
暴
慢
ノ
所
業
致
ス
可
ラ
サ
ル
事

一
、
農
業
ノ
傍
商
業
ヲ
相
営
ミ
侯
義
禁
止
致
候
向
そ
有
之
候
処
自
今
勝
手
タ
ル
ヘ
キ
事

(
中
略
)

一
、
不
定
地
年
季
ヲ
定
メ
割
替
致
シ
来
候
向
ハ
向
後
持
主
相
定
司
中
事

一
、
田
畑
勝
手
作
ノ
儀
既
ニ
ギ
末
八
月
御
差
許
有
之
儀
-
一
テ
漸
々
米
作
ヲ
減
シ
桑
茶
漆
格
土
地
一
一
相
応
ス
ル
物
品
或
ハ
牛
馬
羊
家
ノ
牧
畜
等
常
々
心
掛

ケ
五
分
物
産
繁
殖
ノ
方
法
可
相
立
事

但
追
々
外
国
ヨ
リ
草
木
禽
獣
類
勧
業
寮
へ
相
集
候
上
分
配
試
験
可
致
筈
一
一
付
有
志
ノ
者
ハ
其
筋
へ
可
願
出
事

(
2
)
 

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
地
租
改
花
の
杭
訟
の
準
備
と
さ
れ
る
一
般
地
一
昨
へ
の
地
券
交
付
に
た
い
し
て
も
、
封
建
的
支
配
体
制
の
未

端
機
様
で
あ
っ
た
村
の
再
編
成
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

一
八
七
四
年
(
明
治
七
年
)

三
月
四
日

に
、
内
務
省
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
令
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
地
券
ハ
共
家
一
一
付
与
ス
ル
E

ノ
ニ
非
ス
シ
テ
共
人
一
一
付
与
ス
ル
・
:
:
一
家
ノ
一
円
主
一
一
無
之
候
共
一
斗
ノ
私
財
ヲ
以
買
受
又
ハ
同
己
私
有
ノ
地
ヲ
他
へ

売
渡
候
儀
承
届
不
苦
侯
:
:
:
尤
売
買
共
戸
主
ノ
連
印
ヲ
以
テ
取
扱
フ
ヘ
シ
』
(
明
治
七
年
三
月
四
日
内
務
省
指
令
)



と
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
一
八
七
四
年
(
明
治
七
年
)
六
月
二
一

O
日
に
は
、
内
務
省
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
令
し
た
。
す
な
わ
ち
、

『
戸
主
ニ
ア
ヲ
サ
ル
モ
自
己
ノ
名
前
ヲ
以
テ
地
券
所
持
苦
シ
カ
ラ
ス
ト
雄
モ
地
券
ハ
戸
主
ノ
名
前
ヲ
肩
書
シ
授
与
ス
ヘ
シ
』

内
務
省
指
令
)

(
明
治
七
年
六
月
一
一
一

O
日

と
さ
れ
た
。
空
た
、

一
八
七
五
年
(
明
治
八
年
)

一
一
一
月
一
九
日
の
内
務
省
伺
に
対
し
て
、
太
政
官
は
一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
年
〉
四
月
二

七
日
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
令
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

E 司

f誇:

条

地
券
ハ
其
人
一
一
付
与
ス
ル
者
ト
難
モ
養
子
中
ニ
得
タ
ル
地
券
ハ
総
テ
離
縁
ノ
節
持
去
ル
ヲ
許
サ
ス

但
実
家
ヨ
リ
付
与
ス
ル
分
ハ
此
限
リ
ニ
非
一
ブ
ス
』

と
さ
れ
た
。
し
か
し
、

一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
年
)

一
月
一
六
日
に
、
内
務
省
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
令
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
戸
主
ノ
連
署
ヲ
要
ス
ル
義
ト
心
得
ヘ
シ
:
・
:
但
別
-
二
家
ヲ
建
テ
戸
籍
ノ
ミ
家
族
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
キ
ハ
此
ノ
限
ニ
ア
ラ
ス
』

一
六
日
内
務
省
指
令
)

(
3
)
 

と
な
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
指
令
の
推
移
に
よ
っ
て
、
地
券
に
表
現
さ
れ
た
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
が
、

(
明
治
一
一
年
一
月

一
方
で
は
個
人
的
な

財
産
と
し
て
の
法
的
構
成
を
も
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
他
方
で
は
、
な
お
家
産
と
し
て
の
法
認
識
が
つ
き
ま
と
っ
て
い

る
こ
と
を
理
解
さ
せ
れ
て
く
る
。
こ
れ
は
、
家
政
の
家
父
長
制
的
家
制
度
に
よ
る
構
成
の
法
想
的
反
映
に
過
、
ぎ
な
い
が
、
土
地
に
対
す
る

私
的
所
有
権
の
法
想
的
構
成
の
た
め
に
は
、

そ
う
し
た
家
制
度
の
拘
束
か
ら
の
脱
却
を
必
要
と
な
し
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
し

か
し
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
も
、
ま
だ
完
全
な
意
味
で
は
、
家
制
度
に
よ
る
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
が
、
権
利
U
義
務
関
係
を
前
提
条
件
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
、
近
代
法
上
の
権
利

と
し
て
の
法
的
性
格
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
法
的
事
実
は
、
地
券
交
付
が
地
租
改
正
の
準
備
的
手
段
と
し
て
の
役
割
合
}
果
す
と
同
時
に
、
そ
の
た
め
だ
け
に
企
図
さ
れ
た

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
一
二
)

C 
七



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
一
二
〉

も
の
で
な
い
こ
と
を
し
め
す
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
土
地
関
係
が
、
明
治
維
新
以
後
の
政
治
権
力
の
物
質
的
土
台
を
組
成
す
る
も
の
と
し

。
八

て
、
再
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
明
治
政
府
が
ど
れ
だ
け
の
土
地
改
革
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
、

つ
ま
り
、
ど
れ
だ
け
封
建
的
土
地
関
係
を
崩
壊
さ
せ
よ
う
と
な
し
て
い
た
か
と
い
う
、
政
治
権
力
側
に
お
け
る
政
治
的
企
図
と
結

び
つ
い
て
い
た
と
い
い
う
る
。
明
治
維
新
の
政
治
的
変
革
を
実
現
し
た
陪
級
的
諸
関
係
は
、
当
然
に
土
地
関
係
に
表
現
さ
れ
る
と
と
に
な

る
。
従
っ
て
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
の
法
認
と
い
う
法
的
意
味
に
も
、
こ
の
明
治
維
新
の
政
治
的
変
革
を
な
し
左
げ
た
、
階
級
的

諸
関
係
が
持
込
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
を
、

た
ん
に
抽
象
的
な
法
的
概
念
構
成
に
従
っ
て

解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
理
由
が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
土
地
に
対
す
る
私
酌
所
有
権
を
抽
象
的
に
法
酌
概
念
構
成

し
、
そ
れ
を
検
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
券
が
そ
れ
を
荷
載
す
る
物
質
的
素
材
と
な
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
地
券
と
農
民
の

土
地
所
有
の
願
望
と
を
、
直
接
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
券
の
授
与
を
円
滑
に
実
現
す
る
こ
と
を
計
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
〉
二
月
二
四
日
の
『
地
所
売
買
譲
渡
ニ
付
地
券
渡
方
規
則
』

〈
大
蔵
省
達
第
二
五
号
)

に
よ
る
地
券
(
壬
申
地
券
)
の
交
付
が
、
ゃ
、
が
て
、
地
租
改
正
の
実
施
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
た
、

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
〉
七
月
四
日
の

『
一
般
地
所
へ
ノ
地
券
交
付
』
(
大
蔵
省
達

第
八
三
号
)
に
よ
っ
て
、

一
般
地
券
〈
改
正
地
券
)
へ
と
切
換
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
地
券
そ
の

も
の
が
、
あ
た
か
も
権
威
的
な
力
を
も
つ
よ
う
な
表
現
形
式
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
民
を
引
き
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
券
自
体

の
発
行
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
も
、
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
地
券
授
与
の
権
威
的
形
式
の
付
与
は
、
明
治
政
府
が
農
民
を
自
己
の
側
に
引
き
つ
け
る
た
め
に
と
ら
れ

た
措
置
で
あ
る
と
な
し
う
る
。
こ
の
こ
と
は
、

一
八
七
一
二
年
(
明
治
六
年
〉
四
月
五
日
の
、
大
蔵
省
地
方
官
会
同
の
と
き
、
大
蔵
省
租
税
寮

は
『
地
券
ノ
発
行
ス
ル
ノ
益
』
(
地
租
関
係
書
類
全
築

明
治
前
期
財
政
資
料
集
成
第
七
巻
)
で
、
五
ケ
条
を
あ
げ
て
、
そ
の
見
解
を
し
め
し
、



(
6
)
 

地
方
官
を
通
し
て
組
織
的
に
宣
伝
を
な
し
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

『
人
民
所
有
ノ
権
利
ヲ
固
定
シ
テ
紛
争
ヲ
防
ク
:
:
:
一
タ
ヒ
券
状
ヲ
受
ケ
其
地
ヲ
所
持
セ
ル
ノ
確
証
ヲ
得
ル
ト
キ
ハ
仮
令
政
府
一
一
於
テ
其
ノ
地
必
要

ノ
コ
ト
ア
リ
ト
モ
一
般
公
利
ノ
タ
メ
ニ
ス
ル
ニ
非
ル
外
ハ
総
テ
之
ヲ
買
上
ク
ル
能
ハ
ス
。
渇
ン
ヤ
他
ヨ
リ
紡
障
ヲ
為
ス
能
ハ
サ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
。
而
シ

テ
其
持
主
一
一
於
テ
ハ
之
レ
ヲ
自
由
ス
ル
ノ
権
理
ア
レ
ハ
人
ニ
貸
シ
与
フ
ル
ト
モ
又
ハ
売
却
ス
ル
ト
モ
或
ハ
質
入
抵
当
ト
シ
テ
金
銭
ヲ
借
ル
ト
モ
柳
妨
ア

ル
コ
ト
ナ
シ
』
(
向
上
三
一
八
ペ
ー
ジ
)

と
な
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
土
地
所
有
と
土
地
処
分
の
自
由
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
地
券
発
行
は
、
こ
う
し
た
政
治
的
企
図
と
結
び

つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
地
租
改
正
は
、
資
本
の
本
源
的
蓄
積
|
|
i
地
租
の
増
収
に
よ
っ
て
農
民
か
ら
収
奪
し
、
殖
産
興
業
に
投
下
す
る

1
1
1
1
に
よ
っ
て
、

日
本
資
本
主
義
の
発
展
の
条
件
を
作
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
提
と
し
て
、
地
券
発
行
が
結
び
つ
く
。
だ
が
、

そ
う
し
た
経
済
的
条
件
の
作
出
は
、
こ
れ
ま
で
の
封
建
的
権
力
の
経
済
的
基
盤
の
打
破
と
、
そ
の
後
に
、
自
己
の
政
治
権
力
を
再
編
成
す

る
と
い
う
、
政
治
的
企
図
と
か
ら
み
つ
い
て
認
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
券
発
行
が
地
租
改
正
の
前
提
条
件
の
作
出
と

い
う
技
術
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
視
点
は
、
当
然
に
、
地
券
発
行
が
地
租
負
担
者
を
確

定
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
地
租
確
定
の
た
め
に
地
価
を
人
為
的
に
確
定
し
、
地
租
収
入
を
日
本
資
本
主
義
の
発
展
の
た
め
に
投
下
す
る
と

い
う
、
明
治
政
府
の
財
政
的
企
図

l
i殖
産
興
業
政
策
に
表
現
さ
れ
る

i
lと
、
農
業
生
産
力
の
増
大
を
地
主
に
よ
る
資
本
投
下
に
よ
っ

て
求
め
よ
う
と
す
る
農
業
政
策
的
企
図
と
が
競
合
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
こ
の
両
者
は
、
明
治
維
新
に
よ
っ
て
成
立
し
た
明
治
政

府
の
政
治
的
企
図
を
、
具
体
的
に
表
現
し
た
こ
側
面
を
し
め
す
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
地
券
発
行
は
多
様
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
地
券
発
行
を
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
の
確
認
と
い
う
視
点
で

把
え
る
な
ら
ば
、
農
業
生
産
の
現
実
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
土
地
に
対
す
る
支
配
そ
の
も
の
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
を
法
認
し
、
地
主
に
私

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
一
二
)

一O
九



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
〈
三
)

。

的
所
有
権
を
与
え
る
と
い
う
、
現
実
的
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

ま
だ
、
権
利
日
義
務
関
係
が
一
般
的

に
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
時
期
に
お
い
て
、
地
券
の
も
つ
私
的
所
有
権
と
し
て
の
法
的
表
現
が
、
現
実
の
地
主
日
小
作
人
関
係
を
固
定
化

L
、
そ
こ
に
半
封
建
的
関
係
を
農
村
に
残
存
さ
せ
る
、
法
的
手
段
と
し
℃
役
立
た
し
め
ら
れ
る
。
明
治
絶
対
主
義
の
確
立
へ
の
途
上
に
お

い
て
、
農
村
に
お
い
て
は
権
利
日
義
務
関
係
は
定
着
し
え
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
が
、
明
治
政
府
の
政
治
的
に
作
出
し
よ
う
と
し
た
企
図
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
と
な
る
。
だ
か
ら
、
地
券
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
地
租
改
正
に
よ
っ
て
地
租
収
入
を
確
保
す
る
た
め
に
、
地
主

の
持
つ
経
済
的
地
位
に
着
眼
し
て
、
地
主
に
地
券
を
与
え
た
こ
と
自
体
が
、
明
治
政
府
の
政
治
的
企
図
の
具
体
的
な
表
現
と
し
て
把
握
で

ぎ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
徳
川
封
建
花
会
の
も
と
で
、
直
接
生
産
者
で
あ
っ
た
農
民
に
貢
租
義
務
を
負
担
さ
せ
、
貢
租
納
入
を
確
保

す
る
た
め
に
、
農
民
の
土
地
に
対
す
る
耕
作
権
日
所
持
を
法
認
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
た
ん
な
る
作
徳
の
収
益
者
に
し

か
過
ぎ
な
か
っ
た
地
主
に
地
券
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
転
し
た
形
で
租
税
負
担
者
を
確
定
し
た
。

い
ま
、
明
治
初
年
の
歳
入
に

つ
い
て
み
る
と
、

一
一
一
ペ
ー
ジ
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
に
よ
っ
て
、
地
租
収
入
は
一
八
六
八
年
〈
明
治
元
年
)
の
歳
入
合
計
比
六
・
一
広
か
ら
次
第
に
増
大
し
た
が
、

一
八
七
二
年
(
明

治
五
年
)
に
お
い
て
は
一
一
一
九
・
八
鬼
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
地
券
交
付
が
具
体
化
し
た
一
八
七
三
年
〈
明
治
穴
年
)

以
後
に
お
い
て
は
急
用
し
、

一
八
七
三
年
(
明
治
六
年
〉
は
七

0
・
九
%
、

一
八
七
四
年
(
明
治
七
与
)
は
、
八

0
・
九
%
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
地
租
自
体
は
、
地
主
日
小
作
関
係
を
通
し
て
小
作
人
に
転
化
さ
れ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
か
ら
、
明
治
政
府
が
、
農
民

‘，
 

の
犠
牲
で
資
本
の
本
源
的
蓄
積
を
指
向
し
た
時
点
か
ら
、
直
接
生
産
者
で
あ
る
農
民
ポ
土
地
に
対
す
る
所
持
日
用
益
の
法
的
保
護
が
、
大

き
く
後
退
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
を
法
認
す
る
と
い
う
法
形
式
を
と
っ
て
実
現
さ

せ
ら
れ
た
。
抽
象
的
な
土
地
に
対
す
る
私
的
所
布
権
が
、
具
体
的
に
誰
の
手
に
握
ら
れ
る
か
は
、
法
規
上
だ
け
で
は
け
っ
し
て
確
定
さ
れ
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明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
ニ
)

農
民
に
転
化
し
、
実
際
上
の
地
租
は
、
直
接
生
産
者
で
あ
る
農
民
が
負
担
す
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
地
租
負
担
を
直
接
生
産
者
で
あ
る
農
民
に
転
化
す
る
に
は
、
地
主
の
小
作
料
取
立
を
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有

の
反
射
的
利
益
と
し
て
、

一
つ
の
法
的
権
能
(
権
利
)
と
し
て
承
認
す
れ
ば
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
、

小
作
人
が
国
家
権
力
に
よ
っ
て
、
農

地
に
対
す
る
耕
作
の
権
利
を
抑
制
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
小
作
料
の
額
の
決
定
は
、
地
主
H

小
作
人
の
相
対
に
よ
っ

て
確
定
で
き
る
こ
と
に
し
た
。

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
八
月
二
八
日
の
『
地
代
宿
賃
諸
奉
公
人
給
金
等
ノ
事
』

(
太
政
官
布
告
等
二
四

O

号
)
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

地
代
応
賃
ノ
儀
従
来
東
京
府
下
ヲ
始
メ
間
々
其
制
限
ヲ
立
置
候
向
モ
有
之
哉
-
一
相
関
候
処
以
来
ハ
双
方
共
相
対
ヲ
以
取
極
メ
致
貸
借
候
儀
可
為
勝
手

諸
奉
公
人
諸
職
人
雇
夫
等
給
金
雇
料
ノ
儀
是
亦
自
今
双
方
相
対
ヲ
以
取
極
メ
候
儀
勝
手
次
第
タ
ル
ヘ
シ
:
:
:
右
之
通
相
違
候
条
各
府
県
一
一
於
テ
管
内
無

洩
可
触
一
示
事

と
な
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
小
作
料
に
つ
い
て
も
、
『
自
今
双
方
相
対
ヲ
以
テ
取
極
メ
候
儀
勝
手
次
第
』
と
な
り
、

〈

8
〉

自
由
が
法
認
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
権
利
H
義
務
関
係
が
展
開
す
る
具
体
的
な
社
会
・
経
済
的
条
件
の
な
か

こ
こ
で
は
、

契
約
の

っ
た
農
村
に
お
い
て
も
、
小
作
料
の
確
定
に
つ
い
て
は
、
契
約
の
自
由
、
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
小
作
人
の
経
済
的
地
位

の
劣
悪
を
前
提
と
し
て
、
小
作
人
を
強
制
す
る
と
い
う
法
的
作
用
を
果
す
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
契
約
関
係
の
導
入
は
、
地
主
に
対
す

る
法
的
保
護
を
実
現
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
地
券
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
は
、
小
作
料

の
相
対
的
な
取
極
め
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
主
側
に
よ
る
約
定
小
作
料
を
得
る
権
利
を
内
容
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し

て
地
主
は
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
に
も
と
づ
き
、
農
村
に
お
け
る
支
配
的
地
位
を
法
的
に
も
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
と

え
ば
、

新
川
県
で
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
事
情
で
あ
っ
た
た
め
、
内
務
省
に
伺
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、



ロ
旧
金
沢
富
山
両
落
政
中
ヨ
リ
村
々
一
定
ノ
一
歩
ニ
日
付
何
合
卸
ト
取
極
候
小
作
米
ノ
定
額
方
今
地
主
私
有
ノ
地
所
確
定
候
ヨ
リ
一
己
ノ
見
込
ヲ
以
テ

小
作
米
増
方
申
付
小
作
人
不
承
知
ノ
節
ハ
卸
地
引
揚
相
迫
リ
候
ヨ
リ
小
作
人
ハ
貢
租
改
正
以
前
地
主
私
壇
一
一
旧
法
変
更
増
方
被
致
候
テ
ハ
難
渋
ノ
至
リ

右
地
被
引
揚
候
テ
ハ
余
稼
モ
無
之
生
活
難
相
立
旨
苦
情
申
立
:
:
:
』

と
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
一
八
七
五
年

〈
明
治
八
年
)

(
9
)
 

四
月
に
、
内
務
省
は
つ
ぎ
の
上
う
に
指
令
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち、

『
土
地
所
有
ノ
権
ヲ
被
定
候
ハ
地
利
改
正
前
ト
難
モ
小
作
米
増
減
ハ
地
主
小
作
人
ノ
示
談
ニ
任
セ
可
申
事
』

と
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
主
が
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
を
有
す
る
限
り
、
小
作
料
の
額
の
決
定
は
地
主
日
小
作
人
の
相
対
ー
ー
ー

契
約
ー
ー
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
、
従
っ
て
、
地
主
が
土
地
引
揚
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
当
然
に
適
法
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
小
作
人
側
が
団
結
し
て
、
小
作
料
の
引
下
を
地
主
に
対
し
て
要
求
す
る
の
は
違
法
で
あ
る
と
な
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
地
主
日
小
作
人
関
係
へ
の
契
約
関
係
の
導
入
が
、
国
家
権
力
に
よ
る
地
主
保
護
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
租
税
徴
収
を
明
治
政
府
の
側
か
ら
み
る
か
、
き
り
、
直
接
生
産
者
(
農
民
)
!
↓
小
作
料
〈
租
税
分
十
地
主
ノ
取
分
)
|
↓
地
主
(
租

税
負
担
者
〉
!
↓
地
租
|
+
明
治
政
府
と
い
う
図
式
で
確
保
し
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
直
接
生
産
者
で
あ
る
農
民
に
と
っ
て
は
、
小

作
関
係
が
二
重
の
圧
力
を
も
っ
て
押
つ
け
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
地
租
負
担
者
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
地
券
発
行
を
把
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
、

た
ん
に
加
地
子
米

収
得
者

i
lそ
れ
は
、
た
ん
に
土
地
に
対
す
る
支
配
を
な
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
地
主
ー
ー
に
地
券
を
交
付
し
た
こ
と
を
意
味
す

(
泌
)

る
。
こ
れ
を
法
的
視
点
か
ら
担
え
れ
ば
、
土
地
に
対
し
て
占
有
・
用
議
し
て
き
た
|
|
そ
れ
は
、
土
地
に
対
す
る
所
有
の
一
形
態
で
あ
っ

た
農
民
の
事
実
上
の
用
益
1

1
農
民
に
対
す
る
権
利
を
否
定
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
、
請
負
主
た
る
べ
き
地
主
を
領
主
に
対

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
〈
一
一
一
)

一
一一



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
〈
コ
一
)

四

す
る
年
貢
か
ら
解
放
し
、

し
て
い
お
w

明
治
初
年
の
地
券
制
度
は
、
こ
う
し
た
社
会
・
経
済
的
条
件
を
実
現
す
る
法
的
手
段
と
し
て
法
制
的
に
規
定
さ
れ
た
も
の
と
し

つ
づ
い
て
、
金
納
年
貢
請
負
人
と
し
て
の
利
廻
の
法
制
的
保
障
が
実
現
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味

て
、
把
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
地
券
制
度
は
土
地
関
係
を
権
利
H
義
務
関
係
と
し
て
法
附
に
構
築
す
る
、
た
ん
な
る
法
的

〈
立
)

外
視
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
現
実
の
農
業
生
産
の
も
つ
、
地
主
H
小
作
人
関
係
と
い
う
半
封
建
的
な
経
済
関
係
を
通
し

〈

時

)

て
、
農
民
が
二
重
に
抑
圧
さ
れ
る
乙
と
を
法
的
に
保
障
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
項
を
あ
ら
た
め
て
、
地
券
制
度
が
ど
う

い
う
着
想
に
も
と
寺
つ
い
て
考
え
ら
れ
て
い
た
か
を
検
討
し
、

さ
ら
に
、
地
券
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
社
会
的
役
割
を
実
際
に
果
し
た
か

を
挨
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

(
1
)

古
島
敏
雄
資
本
制
生
産
の
発
展
と
地
主
制
お
茶
の
水
書
房
一
九
六
コ
一
年
八
月
二

O
三
ペ
ー
ジ

〈2
)

福
島
正
夫
財
産
法
法
体
制
準
備
期
講
陀
日
本
近
代
法
発
達
史
工
八
ペ
ー
ジ

〈3
)

中
村
吉
三
郎
明
治
法
制
史
第
一
一
一
輯
治
水
弘
文
堂
書
応
一
九
六
九
八
年
一
一
月
二
八
ペ
ー
ジ

〈4
)

福
島
正
夫
地
租
改
正
の
研
究
有
斐
閣
一
九
六
二
年
九
月
三

O-
一ベ

i
ジ

〈
5
)

中
村
吉
三
郎
明
治
法
制
史
第
一
-
一
瞬
清
水
区
文
堂
書
庖
一
九
六
六
年
一
一
月
四
五

t
四
六
ペ
ー
ジ

(

6

)

福
島
正
夫
地
租
改
正
の
研
究
有
斐
閣
一
九
六
二
年
九
月
二

O
九
ペ
ー
ジ

〈
7
〉
福
島
正
夫
地
租
改
正
の
研
究
有
斐
閣
一
九
六
二
年
九
月
二

O
八
ペ
ー
ジ

〈8
〉
中
村
吉
三
郎
明
治
法
制
史
第
一
一
一
輯
清
水
弘
文
堂
書
広
一
九
六
六
年
一
一
月
四
一
ペ
ー
ジ

〈9
)

内
務
省
日
誌
明
治
八
年
第
二

O
号

(
叩
)
花
島
得
二
小
作
権
松
山
書
房
一
九
四
一
年
一
一
一
月
五
三
ペ
ー
ジ

(
日
)
服
部
之
聴
増
補
絶
対
主
義
論
二
二
八
ペ
ー
ジ

(
ロ
)
地
主
日
小
作
関
係
が
、
近
代
法
上
の
権
利
H
義
務
関
係
と
し
て
現
実
に
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
小
作
人
の
側
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
義
務

(
服
従
)
が
、
問
時
的
に
権
利
に
転
化
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
末
期
に
お
い
て
の
、
小
作
争
議
に
み
ら



れ
る
よ
う
に
、
小
作
人
か
ら
の
小
作
権
の
主
張
が
提
起
さ
れ
た
事
実
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
権
利
H
義
務
関
係
に
よ
っ
て
農

民
に
対
す
る
抑
圧
を
倍
加
す
る
こ
と
を
悶
難
に
す
る
。

(
日
)
木
村
荘
之
助
日
本
小
作
制
度
論
上
巻
叢
文
閣

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

2
5

一
九
三
六
年
九
月

七
四
ペ
ー
ジ

ー

i
以
下
次
号
l
l
l

五




